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ニンニクたっぷり炒め

ニンニクの芽は3～ 4ｃｍ長さに切ります。湯
カップ2に塩小さじ1/6(材料外)を加え、ニン
ニクの芽を2分ほどゆでます。
ニンニクは薄切りにします。牛肉は1ｃｍ幅に切
り、   をもみ込みます。

フライパンに弱めの中火で油を温め、ニンニク
を炒めます。薄く色づいたら、牛肉をほぐしな
がら入れて炒めます。肉の色が変わったら、ニ
ンニクの芽を加えて混ぜ、塩、こしょうで調味し
ます。
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農協改革に向けたJAの取り組み　
農協法改正案骨子を決定

　ニンニクといえば元気が出る食材 ！ そんなイメージではな
いでしょうか。古くからニンニクを食べると持久力や耐久力が
増すと信じられており、エジプトではピラミッド建設の際、奴
隷に配られていたとか、ギリシャでは兵士たちが戦争の前に戦
意向上のために食べていたなどいろいろな言い伝えがありま
す。ちなみニンニクは最も古い栽培植物の1つとされており、
人類の歴史を支えてきた食材ともいえます。
　ニンニクには神がかり的な力があると古代から信じられてき
たようですが、現代では実際にニンニクには血圧降下や血小

板凝集阻害、血中コレステロールの
阻害など多くの薬理作用があること
が分かっています。さらに、がんを抑
制する食材としても注目されています。
　そんなニンニクも、あの香りが苦手、

という方も少なくありません。そもそも、あの香りは切ったりす
りおろしたりすることで細胞が破壊され、ニンニクに含まれるア
リインという物質が酵素の作用によってアリシンという物質に変
化します。この変化後のアリシンが独特の香りのもとなのです。
　つまり、香りを最大限に生かしたければ、細かく刻む、すり
おろす、つぶすなどし、あまり香りは付けずに使いたい場合は
切らずに丸いまま使うとよいのです。
　アリシンという物資は、抗菌物質の一種でもあり、特に、大
腸菌や赤痢菌、コレラ菌などに抗菌効果があるといわれてい
ます。そのためニンニクは食品の保存性を高める機能も持っ
ています。ニンニクを食べた後の臭いを消すには、パセリ、ミ
ントの茎、コーヒー豆が良いといわれています。ニンニクをた
くさん食べた後は、食後にこれらを使ったデザートやコーヒー
を楽しめば、臭い予防にもなって一石二鳥ですね。
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政
府
は
、「
農
協
法
改
正
案
の
骨
子
」に
基

づ
く
農
協
改
革
の
関
連
法
案
に
つ
い
て
、
今

通
常
国
会
で
の
成
立
、
来
年
４
月
の
施
行
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
法
改
正
が
、
農
業
者
の

所
得
増
大
と
地
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
項

目
ご
と
に
決
定

し
た
内
容
と
今

後
の
課
題
を
左

図
の
よ
う
に
整

理
し
ま
し
た
。

　
政
府
が
決
定
し
た
「
農
協
法
改
正
案
の
骨

子
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
理
事
の
資
格
要
件
は
、
理

事
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
や
販
売
・
経

営
の
プ
ロ
と
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　
准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
５
年
間
の
調
査
を
行
い
、
慎

重
に
決
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
調
査
に

対
し
て
、
准
組

合
員
の
果
た
し

て
い
る
役
割
な
ど

を
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

准
組
合
員
の
利
用

量
が
制
限
さ
れ
る

と
、
地
域
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て

の
機
能
低
下
や
、

正
准
組
合
員
双

方
の
利
便
性
・

サ
ー
ビ
ス
低
下

に
つ
な
が
り
か

ね
ず
、
Ｊ
Ａ
経

営
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
協
の
事
業
目
的
は
、
「
農
業
所
得
の

増
大
」
「
事
業
の
的
確
な
遂
行
に
よ
り
高

い
収
益
性
を
実
現
し
、
そ
の
収
益
を
事
業

へ
の
投
資
や
組
合
員
へ
の
利
用
高
配
当
に

充
て
る
」
旨
の
内
容
に
改
正
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

農協法改正による組織の見直し

農業所得
向上

農業生産
拡大

地域
活性化

へ総力を!!

ＪＡグループの目標

こんな
方向性で組織が
見直されて
いきます

農業所得の
増大や高い収益性を

目指します

JAのあり方が
変わってきます
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　平成２６年５月の規制改革会議
による農業改革案に端を発した農
協改革について、政府・与党は平
成２7年３月２０日までに農協法改
正案の骨子をまとめました。また政
府は今年４月３日、改正案を閣議
決定し、今国会に上程しました。
　ＪＡグループは、今回の決定に
より組合員の営農やくらしに悪影
響を及ぼすことのないよう注視し
ていくとともに、改革の目的である
「農業所得の向上、地域の活性
化、農業生産の拡大」に結びつく
よう、総力を挙げて自己改革を進
めてまいります。
※記載内容は平成２７年４月２７日現在のものです。

農
協
改
革
の
主
な
内
容

(選択制)
都道府県
中央会

ＪＡ全農・
経済連

株式会社に
組織変更可能

社会医療法人に
組織変更可能

ＪＡ厚生連

JA全中

分離

監査法人

一般
社団法人

連合会

一般の
監査法人

JA

ＪＡ全国
監査機構

理事の
資格要件

農協法改正案の骨子

准組合員
制度

農協の
事業目的

○理事の過半数を認定農業者や販売・経営のプロ
　とすることを規定。　　　　　　　　　
○理事の年齢構成や性別に著しい偏りが生じないよ
　うに配慮する旨の規定。

○准組合員の利用量規制のあり方については、直
　ちに決めず、5年間の調査(①正組合員の利用実
　態②農協改革の実行状況)を行い、慎重に決定。

○「農業所得の増大」「事業の的確な遂行により高い
　収益性を実現し、その収益を事業への投資や組合
　員への利用高配当に充てる」旨の内容に改正。
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准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
は
、

調
査
の
上
、
慎
重
に
決
定

これまでの流れ

規制改革会議・農業ワーキング
グループが「農業改革に関する
意見」を発表

平成26年5月14日

ＪＡグループが「自己改革」を発表11月6日

政府が農協改革の法制度などの
骨格を決定

平成27年2月13日

政府・与党が農協法改正案骨子
を了承

3月20日

政府が改正案を閣議決定4月3日

　
政
府
の
規
制
改
革
会
議
・
農
業
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
平
成
２６
年
５
月
、「
農
業
改
革

に
関
す
る
意
見
」を
発
表
し
、
中
央
会
制
度

の
廃
止
や
、
全
農
の
株
式
会
社
化
な
ど
を
提

起
し
ま
し
た
。
自
民
党
内
で
の
議
論
を
経
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
の
検
討
も
踏
ま
え
て
結
論

を
得
る
こ
と
と
し
、
政
府
は
６
月
に「
規
制

改
革
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
平
成
２６
年
８
月
以

降
、
全
中
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総
合
審

議
会
で
検
討
を
重
ね
、
有
識
者
会
議
な
ど

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、
１１
月
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
自
己
改
革
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
自
己
改
革
の
実
現
に

向
け
、
組
織
内
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
働
き

か
け
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
１
月

以
降
、農
協
改
革
の
議
論
が
活
発
化
。与
党
・

政
府
と
も
協
議
を
行
い
、
今
回
の
決
定
に

至
り
ま
し
た
。

　　
昨
年
１１
月
以
降
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
自

己
改
革
の
内
容
の
実
現
に
向
け
、
与
党
・
政

府
な
ど
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
報
道
各
社
に
対
し
て
は
、Ｊ
Ａ
全

中
萬
歳
会
長
に
よ
る
記
者
会
見
を
毎
月
開

催
し
、「
農
業
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
己
改
革
の

実
現
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
政
府
の
改

革
が
ど
の
よ
う
に
農
業
所
得
の
増
大
・
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
説
明
が
必
要
で
あ

る
旨
を
、
情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
般
の
農
協
改
革
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
組
織
の

大
転
換
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、与
党
・
政
府
、

Ｊ
Ａ
組
織
内
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
重
い
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
決
断
が
、真
に「
農
業
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
、
農
業
生
産
の
拡
大
」に
結

び
つ
く
よ
う
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

な
ど
の
対
応
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
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ん
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今
回
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会
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地
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の
活
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実
現
が
重
要
で
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所
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地
域

の
活
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説
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必
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旨
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情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
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今
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の
農
協
改
革
で
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グ
ル
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プ
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こ
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経
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こ
と
の
な
い
組
織
の

大
転
換
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
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党
・
政
府
、

Ｊ
Ａ
組
織
内
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
重
い
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
決
断
が
、真
に「
農
業
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
、
農
業
生
産
の
拡
大
」に
結

び
つ
く
よ
う
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

な
ど
の
対
応
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
　も
ん

議
論
の
経
過

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
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に
つ
な
が
り
か

ね
ず
、
Ｊ
Ａ
経

営
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
協
の
事
業
目
的
は
、
「
農
業
所
得
の

増
大
」
「
事
業
の
的
確
な
遂
行
に
よ
り
高

い
収
益
性
を
実
現
し
、
そ
の
収
益
を
事
業

へ
の
投
資
や
組
合
員
へ
の
利
用
高
配
当
に

充
て
る
」
旨
の
内
容
に
改
正
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

農協法改正による組織の見直し

農業所得
向上

農業生産
拡大

地域
活性化

へ総力を!!

ＪＡグループの目標

こんな
方向性で組織が
見直されて
いきます

農業所得の
増大や高い収益性を

目指します

JAのあり方が
変わってきます

特　集　　農協改革に向けたJAの取り組み 農協法改正案骨子を決定
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　平成２６年５月の規制改革会議
による農業改革案に端を発した農
協改革について、政府・与党は平
成２7年３月２０日までに農協法改
正案の骨子をまとめました。また政
府は今年４月３日、改正案を閣議
決定し、今国会に上程しました。
　ＪＡグループは、今回の決定に
より組合員の営農やくらしに悪影
響を及ぼすことのないよう注視し
ていくとともに、改革の目的である
「農業所得の向上、地域の活性
化、農業生産の拡大」に結びつく
よう、総力を挙げて自己改革を進
めてまいります。
※記載内容は平成２７年４月２７日現在のものです。

農
協
改
革
の
主
な
内
容

(選択制)
都道府県
中央会

ＪＡ全農・
経済連

株式会社に
組織変更可能

社会医療法人に
組織変更可能

ＪＡ厚生連

JA全中

分離

監査法人

一般
社団法人

連合会

一般の
監査法人

JA

ＪＡ全国
監査機構

理事の
資格要件

農協法改正案の骨子

准組合員
制度

農協の
事業目的

○理事の過半数を認定農業者や販売・経営のプロ
　とすることを規定。　　　　　　　　　
○理事の年齢構成や性別に著しい偏りが生じないよ
　うに配慮する旨の規定。

○准組合員の利用量規制のあり方については、直
　ちに決めず、5年間の調査(①正組合員の利用実
　態②農協改革の実行状況)を行い、慎重に決定。

○「農業所得の増大」「事業の的確な遂行により高い
　収益性を実現し、その収益を事業への投資や組合
　員への利用高配当に充てる」旨の内容に改正。

J　A

准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
は
、

調
査
の
上
、
慎
重
に
決
定

これまでの流れ

規制改革会議・農業ワーキング
グループが「農業改革に関する
意見」を発表

平成26年5月14日

ＪＡグループが「自己改革」を発表11月6日

政府が農協改革の法制度などの
骨格を決定

平成27年2月13日

政府・与党が農協法改正案骨子
を了承

3月20日

政府が改正案を閣議決定4月3日

　
政
府
の
規
制
改
革
会
議
・
農
業
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
平
成
２６
年
５
月
、「
農
業
改
革

に
関
す
る
意
見
」を
発
表
し
、
中
央
会
制
度

の
廃
止
や
、
全
農
の
株
式
会
社
化
な
ど
を
提

起
し
ま
し
た
。
自
民
党
内
で
の
議
論
を
経
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
の
検
討
も
踏
ま
え
て
結
論

を
得
る
こ
と
と
し
、
政
府
は
６
月
に「
規
制

改
革
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
平
成
２６
年
８
月
以

降
、
全
中
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総
合
審

議
会
で
検
討
を
重
ね
、
有
識
者
会
議
な
ど

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、
１１
月
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
自
己
改
革
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
自
己
改
革
の
実
現
に

向
け
、
組
織
内
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
働
き

か
け
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
１
月

以
降
、農
協
改
革
の
議
論
が
活
発
化
。与
党
・

政
府
と
も
協
議
を
行
い
、
今
回
の
決
定
に

至
り
ま
し
た
。

　　
昨
年
１１
月
以
降
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
自

己
改
革
の
内
容
の
実
現
に
向
け
、
与
党
・
政

府
な
ど
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
報
道
各
社
に
対
し
て
は
、Ｊ
Ａ
全

中
萬
歳
会
長
に
よ
る
記
者
会
見
を
毎
月
開

催
し
、「
農
業
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
己
改
革
の

実
現
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
政
府
の
改

革
が
ど
の
よ
う
に
農
業
所
得
の
増
大
・
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
説
明
が
必
要
で
あ

る
旨
を
、
情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
般
の
農
協
改
革
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
組
織
の

大
転
換
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、与
党
・
政
府
、

Ｊ
Ａ
組
織
内
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
重
い
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
決
断
が
、真
に「
農
業
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
、
農
業
生
産
の
拡
大
」に
結

び
つ
く
よ
う
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

な
ど
の
対
応
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
　も
ん

　
政
府
の
規
制
改
革
会
議
・
農
業
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
平
成
２６
年
５
月
、「
農
業
改
革

に
関
す
る
意
見
」を
発
表
し
、
中
央
会
制
度

の
廃
止
や
、
全
農
の
株
式
会
社
化
な
ど
を
提

起
し
ま
し
た
。
自
民
党
内
で
の
議
論
を
経
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
の
検
討
も
踏
ま
え
て
結
論

を
得
る
こ
と
と
し
、
政
府
は
６
月
に「
規
制

改
革
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
平
成
２６
年
８
月
以

降
、
全
中
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総
合
審

議
会
で
検
討
を
重
ね
、
有
識
者
会
議
な
ど

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、
１１
月
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
自
己
改
革
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
自
己
改
革
の
実
現
に

向
け
、
組
織
内
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
働
き

か
け
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
１
月

以
降
、農
協
改
革
の
議
論
が
活
発
化
。与
党
・

政
府
と
も
協
議
を
行
い
、
今
回
の
決
定
に

至
り
ま
し
た
。

　　
昨
年
１１
月
以
降
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
自

己
改
革
の
内
容
の
実
現
に
向
け
、
与
党
・
政

府
な
ど
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
報
道
各
社
に
対
し
て
は
、Ｊ
Ａ
全

中
萬
歳
会
長
に
よ
る
記
者
会
見
を
毎
月
開

催
し
、「
農
業
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
己
改
革
の

実
現
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
政
府
の
改

革
が
ど
の
よ
う
に
農
業
所
得
の
増
大
・
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
説
明
が
必
要
で
あ

る
旨
を
、
情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
般
の
農
協
改
革
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
組
織
の

大
転
換
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、与
党
・
政
府
、

Ｊ
Ａ
組
織
内
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
重
い
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
決
断
が
、真
に「
農
業
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
、
農
業
生
産
の
拡
大
」に
結

び
つ
く
よ
う
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

な
ど
の
対
応
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
　も
ん

議
論
の
経
過

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み



社会
医療法人

株式会社

！

● 45 ● JAひがしみの

中央会の
組織のあり方

法制度等の骨格

中央会による
ＪＡの監査

中央会による
破たん未然防止機能

○ＪＡ都道府県中央会については、経営相談・監査、代表、総
　合調整を行う「連合会」に移行。※平成31年9月末までに移行
○ＪＡ全中については、代表、総合調整などを行う「一般社
　団法人」に移行。　　　　　　※平成31年9月末までに移行

○貯金量200億円以上のＪＡ等については、公認会計士に
　よる「会計監査」を義務付け。　　　　　　　　　　　　
○ＪＡ全国監査機構を外出しし、公認会計士法に基づく監査
　法人を新設。
○ＪＡは、新設する監査法人による監査か、その他民間の監
　査法人による監査かを選択。　　　　　　　　　　　　
○「業務監査」(コンサル)は、ＪＡの任意。

※関係する記述なし

全農・経済連

法制度等の骨格

厚生連

○全農・経済連については、その選択により、株
　式会社に組織変更ができる規定。

○厚生連については、その選択により、社会医
　療法人に組織変更ができる規定。

「農協改革」
に関する

　

今
回
の
「
法
制
度
等
の
骨
格
」
に
基
づ
き
農

協
法
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
組
織
・
事
業
を
支
え
て
き
た
諸
制
度
・
前

提
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
組
織
・
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

組
合
員
１
人
ひ
と
り
の
声
や
外
部
の
意
見
を
十

分
反
映
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 〈
基
本
的
な
考
え
方
〉

①
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
　

　
協
同
組
合
」
と
し
て
、
農
業
所
得
の
増
大
、
地

　
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

　
プ
の
組
織
・
事
業
の
再
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

②
将
来
に
わ
た
っ
て
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地

　
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し
て
機
能
発
揮

　
す
る
た
め
の
総
合
Ｊ
Ａ
と
、
「
農
業
や
地
域
経

　
済
の
発
展
を
共
に
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し

　
て
の
准
組
合
員
を
明
確
に
位
置
付
け
ま
す
。

③
制
度
上
の
担
保
が
低
下
す
る
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
組
織
の
結
集
力
を
い
っ
そ
う
発
揮
す
る
た

め
、
組
織
の
総
意
に
基
づ
き
新
た
な
中
央
会
を

位
置
付
け
、
機
能
発
揮
を
は
か
り
ま
す
。

　 　
３
月
2
日
に
総
合
審
議
会
を
開
催
し
、
自
己
改

革
の
検
討
内
容
は
、
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
議
案
審
議
会

等
に
引
継
ぎ
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
政
府
が
決
定
し
た
「
農
協
法
改
正
案
の
骨
子
」
で
は
、

全
農
・
経
済
連
は
、
選
択
次
第
で
株
式
会
社
に
組
織
変
更

で
き
る
規
定
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
連
に
つ
い
て
も
、
選

択
に
よ
り
社
会
医
療
法
人
に
組
織
変
更
で
き
る
規
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
運
用
に
よ
っ
て
、
組
合
員
・
会
員
の
判
断
と
関

係
な
く
、
組
織
変
更
を
強
制
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
政
府
が
決
定
し
た
「
農
協
法
改
正
案
の
骨

子
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
都
道
府
県
中
央
会
は
、

平
成
３１
年
９
月
末
ま
で
に
、
経
営
相
談
・

監
査
、
代
表
、
総
合
調
整
を
行
う
農
協
法

上
の
「
連
合
会
」
に
移
行
す
る
と
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
中
は
同
じ
平
成
３１

年
９
月
末
ま
で
に
、
代
表
、
総
合
調

整
な
ど
を
行
う
「
一
般
社
団
法
人
」

に
移
行
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
監
査
は
、
貯
金
量
が
２
０
０

億
円
以
上
の
Ｊ
Ａ
に
公
認
会
計
士
に

よ
る
会
計
監
査
を
義
務
付
け
、
Ｊ
Ａ

全
国
監
査
機
構
を
分
離
し
て
新
設
す

る
監
査
法
人
か
、
そ
の
他
の
監
査
法

人
か
を
選
ぶ
「
選
択
制
」
に
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
監
査

法
人
は
、
会
計
監
査
と
業
務
監
査
の

両
方
が
可
能
で
、
業
務
監
査
は
Ｊ
Ａ

の
任
意
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制

度
へ
の
移
行
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の

負
担
を
増
や
さ
ず
に
、
今
後
も
継
続

し
て
監
査
を
受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
会
監
査
が
果
た
し
て

き
た
Ｊ
Ａ
の
破
た
ん
未
然
防
止
機
能

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
骨
格
で
は
触

ニ
ュ
ー
ス
で
准
組
合
員
の

利
用
量
規
制
に
つ
い
て
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
Ｊ
Ａ

は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
も

今
ま
で
通
り
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
准
組
合
員
の
利
用
量

規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
回

は
直
ち
に
決
め
ず
、
５
年
間
調
査
を

行
っ
た
上
で
慎
重
に
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
会
の

指
導
が
Ｊ

Ａ
の
創
意
工
夫
を
阻

害
し
て
い
る
と
報
道

が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
事
態
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
部
、
農
村
部
、
ま
た

米
作
中
心
か
園
芸
中
心
か

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

Ｊ
Ａ
経
営
計
画
や
地
域
の
農
業
振
興

計
画
を
定
め
る
よ
う
中
央
会
で
は
指

導
し
て
お
り
、
む
し
ろ
各
Ｊ
Ａ
の
創

意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま

た
Ｊ
Ａ
そ
れ

ぞ
れ
の
個
別

問
題
の
相
談

に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

監
査
法
人
の
監
査
に
な
る

と
、
経
費
が
た
く
さ
ん
掛

か
り
農
協
の
経
営
に
影
響
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

監
査
法
人
の
監
査
に
替
わ

る
と
、
今
ま
で
以
上
に
経

費
が
掛
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

全
中
か
ら
分
離
し
た
監
査
法
人
は
、
Ｊ

Ａ
の
事
業
、
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
て
い

る
特
徴
を
生
か
し
、
極
力
、
Ｊ
Ａ
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
方
向
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
農
協
改
革
に
よ
り

こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
は
ど
う
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

本
来
、
農
業
所
得
の
向
上

や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
に
農
協
改
革
を
行
う
も
の

で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
改
革
は
中

央
会
の
監
査
制
度
な
ど
に
議
論
が
終

始
し
、
な
ぜ
農
業
所
得
に
つ
な
が
る

の
か
、
現
場
か
ら
は
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
は
、
昨
年
１１
月
に
「
食
と
農
を

基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
と
し
て
、
農
業
所
得
の
向
上

と
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
自
己
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今

回
の
農
協
改
革
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の

自
己
改
革
を
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
、

組
合
員
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

れ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
取
り
組
め
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

組
合
員
の
総
意
が
新
し
い
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
創
る
！

―
Ｊ
Ａ
の
将
来
は
組
合
員
1
人
ひ
と
り
の
声
を
集
め
て
―

連合会

選
択
次
第
で

株
式
会
社
、
社
会
医
療
法
人
に

中央会

公
認
会
計
士
に
よ
る
会
計
監
査
を
義
務
づ
け

都
道
府
県
中
央
会
は
「
連
合
会
」
に

自
己
改
革
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
・

事
業
の
あ
り
方
の
検
討

次
期
Ｊ
Ａ
大
会
議
案
に

向
け
た
検
討

１
　
販
売
力
強
化（
買
取
販
売
含
む
）

へ
の
取
り
組
み

2
　
担
い
手
経
営
体
に
対
す
る
専

　
　
任
担
当
者
等
に
よ
る
個
別
対

　
　
応
の
拡
大

3
　
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
取

　
　
り
組
み

4
　
組
合
員
利
用
率
の
向
上
と
販

　
　
売
・
購
買
取
扱
高
の
拡
大
、

　
　
農
業
関
連
事
業
の
収
支
改
善

　
　
へ
の
取
り
組
み

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、4
つ
の
取

り
組
み
事
項
を
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地

域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し

て
、
多
様
な
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
担
い
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

組
合
員
や
地
域
住
民
と
一
体
と
な

っ
て
「
持
続
可
能
な
農
業
」
「
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
」

「
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
」
を
目
指
し
て
全
力
で
自
己

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
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選択により
組織変更

地域に
あった指導で
取り組んで
います

全中は
一般社団法人に、
中央会は連合会に
移行します

全農
経済連 厚生連

特　集　　農協改革に向けたJAの取り組み 農協法改正案骨子を決定

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の

Ｊ
Ａ
改
革
へ
の
取
り
組
み



社会
医療法人

株式会社
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● 45 ● JAひがしみの

中央会の
組織のあり方

法制度等の骨格

中央会による
ＪＡの監査

中央会による
破たん未然防止機能

○ＪＡ都道府県中央会については、経営相談・監査、代表、総
　合調整を行う「連合会」に移行。※平成31年9月末までに移行
○ＪＡ全中については、代表、総合調整などを行う「一般社
　団法人」に移行。　　　　　　※平成31年9月末までに移行

○貯金量200億円以上のＪＡ等については、公認会計士に
　よる「会計監査」を義務付け。　　　　　　　　　　　　
○ＪＡ全国監査機構を外出しし、公認会計士法に基づく監査
　法人を新設。
○ＪＡは、新設する監査法人による監査か、その他民間の監
　査法人による監査かを選択。　　　　　　　　　　　　
○「業務監査」(コンサル)は、ＪＡの任意。

※関係する記述なし

全農・経済連

法制度等の骨格

厚生連

○全農・経済連については、その選択により、株
　式会社に組織変更ができる規定。

○厚生連については、その選択により、社会医
　療法人に組織変更ができる規定。

「農協改革」
に関する

　

今
回
の
「
法
制
度
等
の
骨
格
」
に
基
づ
き
農

協
法
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
組
織
・
事
業
を
支
え
て
き
た
諸
制
度
・
前

提
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
組
織
・
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

組
合
員
１
人
ひ
と
り
の
声
や
外
部
の
意
見
を
十

分
反
映
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 〈
基
本
的
な
考
え
方
〉

①
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
　

　
協
同
組
合
」
と
し
て
、
農
業
所
得
の
増
大
、
地

　
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

　
プ
の
組
織
・
事
業
の
再
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

②
将
来
に
わ
た
っ
て
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地

　
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し
て
機
能
発
揮

　
す
る
た
め
の
総
合
Ｊ
Ａ
と
、
「
農
業
や
地
域
経

　
済
の
発
展
を
共
に
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し

　
て
の
准
組
合
員
を
明
確
に
位
置
付
け
ま
す
。

③
制
度
上
の
担
保
が
低
下
す
る
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
組
織
の
結
集
力
を
い
っ
そ
う
発
揮
す
る
た

め
、
組
織
の
総
意
に
基
づ
き
新
た
な
中
央
会
を

位
置
付
け
、
機
能
発
揮
を
は
か
り
ま
す
。

　 　
３
月
2
日
に
総
合
審
議
会
を
開
催
し
、
自
己
改

革
の
検
討
内
容
は
、
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
議
案
審
議
会

等
に
引
継
ぎ
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
政
府
が
決
定
し
た
「
農
協
法
改
正
案
の
骨
子
」
で
は
、

全
農
・
経
済
連
は
、
選
択
次
第
で
株
式
会
社
に
組
織
変
更

で
き
る
規
定
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
連
に
つ
い
て
も
、
選

択
に
よ
り
社
会
医
療
法
人
に
組
織
変
更
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き
る
規
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
運
用
に
よ
っ
て
、
組
合
員
・
会
員
の
判
断
と
関

係
な
く
、
組
織
変
更
を
強
制
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
政
府
が
決
定
し
た
「
農
協
法
改
正
案
の
骨

子
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
都
道
府
県
中
央
会
は
、

平
成
３１
年
９
月
末
ま
で
に
、
経
営
相
談
・

監
査
、
代
表
、
総
合
調
整
を
行
う
農
協
法

上
の
「
連
合
会
」
に
移
行
す
る
と
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
中
は
同
じ
平
成
３１

年
９
月
末
ま
で
に
、
代
表
、
総
合
調

整
な
ど
を
行
う
「
一
般
社
団
法
人
」

に
移
行
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
監
査
は
、
貯
金
量
が
２
０
０

億
円
以
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の
Ｊ
Ａ
に
公
認
会
計
士
に

よ
る
会
計
監
査
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義
務
付
け
、
Ｊ
Ａ

全
国
監
査
機
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を
分
離
し
て
新
設
す

る
監
査
法
人
か
、
そ
の
他
の
監
査
法
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か
を
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ぶ
「
選
択
制
」
に
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す
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こ
と
と
な
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す
。
新
た
な
監
査

法
人
は
、
会
計
監
査
と
業
務
監
査
の

両
方
が
可
能
で
、
業
務
監
査
は
Ｊ
Ａ

の
任
意
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制

度
へ
の
移
行
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の

負
担
を
増
や
さ
ず
に
、
今
後
も
継
続

し
て
監
査
を
受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
会
監
査
が
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し
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Ｊ
Ａ
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能
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ニ
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合
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Ｊ
Ａ
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通
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。
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Ａ
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あ
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が
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。
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営
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振
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は
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む
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Ａ
の
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工
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ま
す
。
ま

た
Ｊ
Ａ
そ
れ

ぞ
れ
の
個
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の
相
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に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
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査
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り
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影
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が
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の

で
は
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で
す
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査
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人
の
監
査
に
替
わ
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と
、
今
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で
以
上
に
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る
可
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性
が
あ
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ま
す
が
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全
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ら
分
離
し
た
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査
法
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は
、
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、
シ
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に
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通
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特
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し
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極
力
、
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に
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き
な
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向
で
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ま
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す
。
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に
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と
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踏
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が
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の
は
、4
つ
の
取
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み
事
項
を
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地

域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し

て
、
多
様
な
農
業
者
の
ニ
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ズ
に

応
え
、
担
い
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

組
合
員
や
地
域
住
民
と
一
体
と
な

っ
て
「
持
続
可
能
な
農
業
」
「
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
」

「
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
」
を
目
指
し
て
全
力
で
自
己

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q
1

Q
2

Q
4

Q
3

A
1Ｑ＆ＡＱ＆ＡA

2

A
3

A
4

選択により
組織変更

地域に
あった指導で
取り組んで
います

全中は
一般社団法人に、
中央会は連合会に
移行します

全農
経済連 厚生連

特　集　　農協改革に向けたJAの取り組み 農協法改正案骨子を決定

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の

Ｊ
Ａ
改
革
へ
の
取
り
組
み
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恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
実
行
委
員
会

は
５
月
16
日
、
恵
那
市
長
島
町
で
お
田
植

え
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
天
武
６
年（
６
７
７
）、
恵
奈
の

里
か
ら
新
嘗
祭
の
米
を
献
上
し
た
と
い
う

史
実
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
。
豊
作
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
神
事
や
浦

安
の
舞
の
奉
納
の
他
、
恵
那
農
高
女
子
生

徒
と
当
Ｊ
Ａ
の
女
性
職
員
ら
が
早
乙
女
姿

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
お
米
を

使
っ
た
食
の
ブ
ー
ス
な
ど
も
盛
況
で
し

た
。
9
月
に
は
抜
き
穂
祭
り
や「
E
N
A

み
の
じ
の
み
の
り
祭
り
」で
恵
那
の
米
が

P
R
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
５
月
21
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
式
を
行
い
、約

２
0
０
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
ア
ニ
ー
ル
・
Ｋ
・
セ
テ
ィ
さ
ん

を
講
師
に
、
ヨ
ガ
を
体
験
。
セ
テ
ィ
さ
ん

は「
家
の
光
」の
５
月
号
か
ら
簡
単
で
楽

し
く
で
き
る
ヨ
ガ
を
連
載
し
、
わ
か
り
や

す
い
レ
ッ
ス
ン
と
親
し
み
や
す
い
人
柄
で

人
気
の
講
師
で
す
。
参
加
者
は「
イ
ス
に

座
り
な
が
ら
で
き
る
ヨ
ガ
は
簡
単
で
、
毎

日
や
り
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
来
年
３
月
ま
で
の
全
７

回
を
予
定
し
、
陶
芸
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
全
農
岐
阜
は
５
月
16
日
、
恵

那
市
山
岡
町
の
水
田
で
田
植
え
体
験
・
交

流
会
を
行
い
、
コ
ー
プ
ぎ
ふ
の「
恵
那
ひ

か
り
」を
購
入
す
る
消
費
者
親
子
や
同
Ｊ

Ａ
新
入
職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
田
植
え
後
に
お
に
ぎ
り
バ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
津
川
市
立
福
岡
小
学
校
の
５
年
生
は

５
月
22
日
、
福
岡
の
水
田
で
田
植
え
体
験

行
い
、
当
Ｊ
Ａ
福
岡
支
店
職
員
も
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
と
し
て
地
域
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫
を
行
い
、
収
穫
し

た
米
は
給
食
に
使
用
さ
れ
た
り
、
親
子
行

事
で
五
平
餅
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
が
し
み
の
黒
豆
生
産
者
協
議
会
は
４

月
27
日
、
第
９
回
通
常
総
会
と
平
成
26
年

産
黒
豆
の
共
励
会
を
開
き
ま
し
た
。
38
点

が
品
評
さ
れ
、
恵
那
農
林
事
務
所
、
当
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
が
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
豆
の
充
実
度
や
粒
ぞ
ろ
い
、
し
わ
の
有

無
な
ど
を
重
点
に
審
査
さ
れ
た
結
果
、
最

優
秀
賞
は
佐
々
木
隆
次
さ
ん（
蛭
川
）に

決
定
。
そ
の
他
、
４
点
が
選
ば
れ
、
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
永
冶
弘
会
長
は「
生
産
者

の
努
力
の
お
か
げ
で
収
量
や
品
質
も
満
足

い
く
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間

づ
く
り
を
呼
び
か
け
、
栽
培
を
拡
大
さ
せ

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は
４
月
27
日
、

組
合
が
所
有
す
る
笠
置
町
の
網
室
で
種
芋

の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
共
同
の
網
室
で
生
産
す
る

種
芋
で
品
質
の
統
一
を
図
り
、
土
壌
消
毒

や
耕
作
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
健
康
な
土

作
り
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
は
パ
イ
プ
や
波
板
の
洗
浄
、
種

芋
の
消
毒
な
ど
を
行
い
、
種
芋
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
生
育
し
た
種
芋
は
来
年
４
月

に
同
組
合
員
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
同
組
合
の
伊
藤
正
博
組
合
長
は「
組
合

一
丸
と
な
っ
て
良
質
な
自
然
薯
栽
培
を
目

指
す
と
と
も
に
今
後
も
組
合
員
を
増
や
し

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課
は
５

月
１
日
、
恵
那
総
合
庁
舎
で「
東
美
濃
夏

秋
ト
マ
ト
栽
培
夜
間
ゼ
ミ
」を
開
催
し
、

就
農
か
ら
３
年
以
内
の
生
産
者
と
今
後

就
農
を
目
指
す
研
修
生
約
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
同
ゼ
ミ
は
全
３
回
の
開
催
を
予
定
。

ト
マ
ト
に
発
生
す
る
病
害
虫
の
特
徴
や

効
果
的
な
防
除
方
法
の
整
理
、
東
美
濃

に
お
け
る
流
通
販
売
の
仕
組
み
と
有
利

販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
新
規
栽
培
者
同
士
の
交
流
も

促
進
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は「
分
か
り
や
す
い
説
明
で
勉

強
に
な
っ
た
。
自
分
の
栽
培
を
見
直
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
と
東

美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
５
月
24
日
、

平
成
27
年
度
の
夏
秋
ト
マ
ト
・
な
す
チ
ャ

レ
ン
ジ
塾
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
同
塾
は
定
年
退
職
後
に
就
農
を
考
え
て

い
る
人
や
家
庭
菜
園
か
ら
さ
ら
に
専
門
性

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に

参
加
を
募
り
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
当
日
は
両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
22
名
が
参

加
し
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
の
出
荷
状
況
や
圃
場

で
苗
の
鉢
上
げ
や
育
苗
管
理
、
定
植
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
栽
培
及
び
管
理
作
業
に
つ

い
て
の
講
習
を
行
う
予
定
。

　
農
林
水
産
省
は
４
月
２７
日
、
当
Ｊ
Ａ
を

訪
問
し
、
飼
料
用
米
増
産
に
つ
い
て
、
当

Ｊ
Ａ
足
立
組
合
長
ら
と
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
省
農
産
部
は
４
月
中
旬
よ
り
全
国

各
Ｊ
Ａ
の
訪
問
を
始
め
、
主
食
用
米
か
ら

飼
料
用
米
に
転
換
し
た
場
合
の
支
援
策

や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と

で
、
飼
料
用
米
の
本
作
化
に
弾
み
を
つ
け

る
目
的
。

　
14
年
産
で
主
食
用
米
と
飼
料
用
米
を
そ

れ
ぞ
れ
作
っ
た
場
合
の
所
得
資
産
の
説
明

が
あ
っ
た
他
、「
飼
料
用
米
の
補
助
金
支
払

を
年
内
に
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

飼
料
用
米
の
利
点
説
明

農
水
省
が
Ｊ
Ａ
と
意
見
交
換

豊
作
願
い
お
田
植
え
祭

当
Ｊ
Ａ
職
員
も
早
乙
女
姿
で
参
加

各
地
で
田
植
え
体
験

当
Ｊ
Ａ
職
員
も
参
加

黒
豆
共
励
会

佐
々
木
隆
次
さ
ん
が
最
優
秀
賞

恵
那
自
然
薯
生
産
組
合

種
芋
植
え
付
け
で
新
規
生
産
者
募
集

植
え
付
け
作
業
を
す
る
同
組
合
員

農
業
者
の
育
成

夏
秋
ト
マ
ト
栽
培
夜
間
ゼ
ミ
初
開
催

ト
マ
ト
・
な
す
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

就
農
希
望
者
を
協
議
会
が
サ
ポ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
開
講

楽
し
く
健
康
的
に
ヨ
ガ
体
験

早乙女たちによる田植え

ヨガを楽しむ参加者

トマト苗の定植を学ぶ参加者

お詫びと訂正：広報誌5月号P11で紹介しました女性連絡協議会新役員は、正しくは鈴村佳代子さんの誤りでした。お詫びして訂正いたします。

田植えを体験する
福岡小児童

田
植
え
を
体
験
す
る

コ
ー
プ
ぎ
ふ
消
費
者
親
子

と
当
J
A
新
入
職
員

外観や形状を品評する審査員

意見交換を行ったJA役職員(左)と農水省関係者ら（右）

説明を聞く参加者

に
い
な
め

6



● 67 ● JAひがしみの

　
恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
実
行
委
員
会

は
５
月
16
日
、
恵
那
市
長
島
町
で
お
田
植

え
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
天
武
６
年（
６
７
７
）、
恵
奈
の

里
か
ら
新
嘗
祭
の
米
を
献
上
し
た
と
い
う

史
実
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
。
豊
作
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
神
事
や
浦

安
の
舞
の
奉
納
の
他
、
恵
那
農
高
女
子
生

徒
と
当
Ｊ
Ａ
の
女
性
職
員
ら
が
早
乙
女
姿

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
お
米
を

使
っ
た
食
の
ブ
ー
ス
な
ど
も
盛
況
で
し

た
。
9
月
に
は
抜
き
穂
祭
り
や「
E
N
A

み
の
じ
の
み
の
り
祭
り
」で
恵
那
の
米
が

P
R
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
５
月
21
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
式
を
行
い
、約

２
0
０
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
ア
ニ
ー
ル
・
Ｋ
・
セ
テ
ィ
さ
ん

を
講
師
に
、
ヨ
ガ
を
体
験
。
セ
テ
ィ
さ
ん

は「
家
の
光
」の
５
月
号
か
ら
簡
単
で
楽

し
く
で
き
る
ヨ
ガ
を
連
載
し
、
わ
か
り
や

す
い
レ
ッ
ス
ン
と
親
し
み
や
す
い
人
柄
で

人
気
の
講
師
で
す
。
参
加
者
は「
イ
ス
に

座
り
な
が
ら
で
き
る
ヨ
ガ
は
簡
単
で
、
毎

日
や
り
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
来
年
３
月
ま
で
の
全
７

回
を
予
定
し
、
陶
芸
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
全
農
岐
阜
は
５
月
16
日
、
恵

那
市
山
岡
町
の
水
田
で
田
植
え
体
験
・
交

流
会
を
行
い
、
コ
ー
プ
ぎ
ふ
の「
恵
那
ひ

か
り
」を
購
入
す
る
消
費
者
親
子
や
同
Ｊ

Ａ
新
入
職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
田
植
え
後
に
お
に
ぎ
り
バ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
津
川
市
立
福
岡
小
学
校
の
５
年
生
は

５
月
22
日
、
福
岡
の
水
田
で
田
植
え
体
験

行
い
、
当
Ｊ
Ａ
福
岡
支
店
職
員
も
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
と
し
て
地
域
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫
を
行
い
、
収
穫
し

た
米
は
給
食
に
使
用
さ
れ
た
り
、
親
子
行

事
で
五
平
餅
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
が
し
み
の
黒
豆
生
産
者
協
議
会
は
４

月
27
日
、
第
９
回
通
常
総
会
と
平
成
26
年

産
黒
豆
の
共
励
会
を
開
き
ま
し
た
。
38
点

が
品
評
さ
れ
、
恵
那
農
林
事
務
所
、
当
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
が
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
豆
の
充
実
度
や
粒
ぞ
ろ
い
、
し
わ
の
有

無
な
ど
を
重
点
に
審
査
さ
れ
た
結
果
、
最

優
秀
賞
は
佐
々
木
隆
次
さ
ん（
蛭
川
）に

決
定
。
そ
の
他
、
４
点
が
選
ば
れ
、
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
永
冶
弘
会
長
は「
生
産
者

の
努
力
の
お
か
げ
で
収
量
や
品
質
も
満
足

い
く
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間

づ
く
り
を
呼
び
か
け
、
栽
培
を
拡
大
さ
せ

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は
４
月
27
日
、

組
合
が
所
有
す
る
笠
置
町
の
網
室
で
種
芋

の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
共
同
の
網
室
で
生
産
す
る

種
芋
で
品
質
の
統
一
を
図
り
、
土
壌
消
毒

や
耕
作
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
健
康
な
土

作
り
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
は
パ
イ
プ
や
波
板
の
洗
浄
、
種

芋
の
消
毒
な
ど
を
行
い
、
種
芋
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
生
育
し
た
種
芋
は
来
年
４
月

に
同
組
合
員
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
同
組
合
の
伊
藤
正
博
組
合
長
は「
組
合

一
丸
と
な
っ
て
良
質
な
自
然
薯
栽
培
を
目

指
す
と
と
も
に
今
後
も
組
合
員
を
増
や
し

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課
は
５

月
１
日
、
恵
那
総
合
庁
舎
で「
東
美
濃
夏

秋
ト
マ
ト
栽
培
夜
間
ゼ
ミ
」を
開
催
し
、

就
農
か
ら
３
年
以
内
の
生
産
者
と
今
後

就
農
を
目
指
す
研
修
生
約
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
同
ゼ
ミ
は
全
３
回
の
開
催
を
予
定
。

ト
マ
ト
に
発
生
す
る
病
害
虫
の
特
徴
や

効
果
的
な
防
除
方
法
の
整
理
、
東
美
濃

に
お
け
る
流
通
販
売
の
仕
組
み
と
有
利

販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
新
規
栽
培
者
同
士
の
交
流
も

促
進
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は「
分
か
り
や
す
い
説
明
で
勉

強
に
な
っ
た
。
自
分
の
栽
培
を
見
直
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
と
東

美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
５
月
24
日
、

平
成
27
年
度
の
夏
秋
ト
マ
ト
・
な
す
チ
ャ

レ
ン
ジ
塾
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
同
塾
は
定
年
退
職
後
に
就
農
を
考
え
て

い
る
人
や
家
庭
菜
園
か
ら
さ
ら
に
専
門
性

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に

参
加
を
募
り
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
当
日
は
両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
22
名
が
参

加
し
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
の
出
荷
状
況
や
圃
場

で
苗
の
鉢
上
げ
や
育
苗
管
理
、
定
植
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
栽
培
及
び
管
理
作
業
に
つ

い
て
の
講
習
を
行
う
予
定
。

　
農
林
水
産
省
は
４
月
２７
日
、
当
Ｊ
Ａ
を

訪
問
し
、
飼
料
用
米
増
産
に
つ
い
て
、
当

Ｊ
Ａ
足
立
組
合
長
ら
と
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
省
農
産
部
は
４
月
中
旬
よ
り
全
国

各
Ｊ
Ａ
の
訪
問
を
始
め
、
主
食
用
米
か
ら

飼
料
用
米
に
転
換
し
た
場
合
の
支
援
策

や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と

で
、
飼
料
用
米
の
本
作
化
に
弾
み
を
つ
け

る
目
的
。

　
14
年
産
で
主
食
用
米
と
飼
料
用
米
を
そ

れ
ぞ
れ
作
っ
た
場
合
の
所
得
資
産
の
説
明

が
あ
っ
た
他
、「
飼
料
用
米
の
補
助
金
支
払

を
年
内
に
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

飼
料
用
米
の
利
点
説
明

農
水
省
が
Ｊ
Ａ
と
意
見
交
換

豊
作
願
い
お
田
植
え
祭

当
Ｊ
Ａ
職
員
も
早
乙
女
姿
で
参
加

各
地
で
田
植
え
体
験

当
Ｊ
Ａ
職
員
も
参
加

黒
豆
共
励
会

佐
々
木
隆
次
さ
ん
が
最
優
秀
賞

恵
那
自
然
薯
生
産
組
合

種
芋
植
え
付
け
で
新
規
生
産
者
募
集

植
え
付
け
作
業
を
す
る
同
組
合
員

農
業
者
の
育
成

夏
秋
ト
マ
ト
栽
培
夜
間
ゼ
ミ
初
開
催

ト
マ
ト
・
な
す
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

就
農
希
望
者
を
協
議
会
が
サ
ポ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
開
講

楽
し
く
健
康
的
に
ヨ
ガ
体
験

早乙女たちによる田植え

ヨガを楽しむ参加者

トマト苗の定植を学ぶ参加者

お詫びと訂正：広報誌5月号P11で紹介しました女性連絡協議会新役員は、正しくは鈴村佳代子さんの誤りでした。お詫びして訂正いたします。

田植えを体験する
福岡小児童

田
植
え
を
体
験
す
る

コ
ー
プ
ぎ
ふ
消
費
者
親
子

と
当
J
A
新
入
職
員

外観や形状を品評する審査員

意見交換を行ったJA役職員(左)と農水省関係者ら（右）

説明を聞く参加者

に
い
な
め

6
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年
を
取
っ
て
い
る
方
に
多
い
歯
の
病
気

に
は「
歯
周
病
」と「
虫
歯
」の
二
つ
が
あ
り
、

こ
れ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
最
も
大
事
な

こ
と
で
す
。

　
歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
歯
の
土
台
と

な
る
歯
槽
骨
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
結
果
、
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
歯
が
抜
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま

ず
歯
周
病
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で

す
。
赤
信
号
の
症
状
と
し
て
は
、「
歯
茎
が

赤
く
腫
れ
、
触
る
と
血
が
で
る
」「
歯
が
グ

ラ
グ
ラ
し
て
食
べ
物
を
噛
み
切
れ
な
い
」

「
歯
と
歯
の
隙
間
が
広
が
っ
て
き
た
」「
歯

が
以
前
よ
り
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
歯
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
歯
周
病
は
増
え
た
歯
周
病
菌
や
炎
症
物

質
が
口
の
中
で
唾
液
に
混
じ
り
、
病
気
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
器

官
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と（
誤
嚥
）も
あ
り
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
者
の
虫
歯
は「
か
ぶ
せ
物

な
ど
の
境
目
」と「
露
出
し
た
歯
の
根
元
」

に
起
き
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
高

齢
に
な
る
と
唾
液
の
分
泌
量
が
減
少
し
、

口
腔
内
の
自
浄
作
用
が
減
っ
て
、
虫
歯
菌

が
繁
殖
し
や
す
く
な
る
こ
と
も
虫
歯
を
起

こ
し
や
す
い
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
虫
歯
に
し
て
も
歯
周
病
に
し
て
も
、
歯

を
失
う
原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、

肺
炎
な
ど
の
全
身
の
病
気
の
原
因
や
悪
化

の
要
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
健
康

で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
虫
歯
や
歯
周

病
の
予
防
が
基
本
で
す
が
、
そ
れ
に
は
毎

食
後
の
正
し
い
歯
磨
き
や
口
の
中
を
清
潔

に
保
つ
た
め
の「
口
腔
ケ
ア
」を
き
ち
ん
と

実
行
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
え
ま
す
。

JA Higashimino Information Plaza

　
梅
雨
は
カ
ビ
が
気
に
な
る
時
期
で
す
ね
。な

か
で
も
キ
ッ
チ
ン
は
直
接
口
に
す
る
食
品
や

食
器
が
多
い
の
で
、清
潔
を
保
つ
た
め
に
も
整

理
・
清
掃
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
収
納
ス
ペ
ー
ス
か
ら
全
部
出
す
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。キ
ッ
チ
ン
は
狭
い
場
所
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。場
所
を
区
切
っ
て
順
番
に
出
さ
な
い

と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。場
所
を
決
め
て
、そ
こ
に
あ
る
も
の

を
取
り
出
し
た
ら
早
速
清
掃
で
す
。こ
の
と
き
、

汚
れ
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
除

菌
も
同
時
に
行
う
と
よ
い
で
す
ね
。

　
清
掃
を
済
ま
せ
た
ら
整
理
で
す
。要
・
不
要

の
仕
分
け
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
収
め
て
い

た
場
所
が
作
業
動
線
に
合
っ
て
い
る
か
も
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。キ
ッ
チ
ン
は

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
で
す
か
ら
、配
置
を
見
直

す
機
会
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。鍋
や
フ

ラ
イ
パ
ン
、お
玉
、包
丁
な
ど
は
今
の
位
置
で

取
り
に
く
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？
可
動
棚
は
現

在
の
高
さ
で
使
い
や
す
い
で
し
ょ
う
か
？
あ
ら

た
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。一
般
的
に
ボ
ウ
ル

や
ざ
る
、水
を
張
っ
て
使
う
鍋
は
シ
ン
ク
の
近

く
、そ
の
ま
ま
火
に
か
け
る
フ
ラ
イ
パ
ン
は
コ

ン
ロ
近
く
が
便
利
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、慣
れ
も
あ
り
ま
す
か
ら
配
置
は
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、こ
う
し
て
自
分
の
日

頃
の
行
動
に
疑
問
を
持
ち
、自
問
自
答
す
る

癖
を
持
つ
こ
と
で
す
。日
々
の
無
駄
を
発
見
す

る
上
で
も
、お
年
寄
り
の
認
知
症
防
止
の
上
で

も
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。面
倒
だ
と
思
わ
ず
に

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
出
し
た
物
を
収
納
し
ま
す
。一
つ

一
つ
か
ら
拭
き
し
な
が
ら
戻
し
ま
し
ょ
う
。開

封
ず
み
の
調
味
料
な
ど
は
、液
垂
れ
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
で

し
っ
か
り
容
器
を
拭
い
て
か
ら
収
め
る
と
カ

ビ
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。日
頃
は
な
か
な
か

見
直
し
が
で
き
な
い
キ
ッ
チ
ン
収
納
。梅
雨
入

り
前
に
す
っ
き
り
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生活習慣病健診のご案内 ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

加
齢
と
歯
の
健
康

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

こ
う

　くう

　

ご

　　え
ん

【健診日・会場】

　　■７月２９日（水）　　　　　　　　　  苗木支店

　　■７月３０日（木）　　　　　　　　　  落合支店

　　■８月１７日（月）、１８日(火)　　　　 本店

　　■８月２４日（月）　　　　　　　  　　阿木支店

【受付時間】
午前8時30分～午前11時まで

■お申し込み
申込み方法が変更となりました。各支店・営業所にある申込用紙を
ご記入の上、窓口に提出して下さい。
（肺がん・大腸がんの健診をお申し込み
の方は容器をお受け取り下さい。）　

■受付期間　
6月15日（月）～７月１７日（金）まで

■お問い合わせ
ＪＡひがしみの本店 ふれあい課　
TEL　0573-78-0124

■テ ー マ

■応募資格
■サ イ ズ

■応募点数
■応 募 先

■応募締切
■採用点数
■懸 賞 金

■発　　表
■そ の 他

「東美濃の四季」
東美濃地域（中津川市、恵那市）の四季の風景、自然、
風物、行事等を捉えた作品
特になし
カラープリント４切及びワイド４切サイズ（原則とし
て横位置写真で、平成２６年以降に撮影されたもの
で未発表のものに限る）。
※デジタルカメラによる作品も可。ただし合成加工は不可。
１人４点以内
ＪＡひがしみの　本店ふれあい課
〒509-9132　中津川市茄子川1646-19
Tel 0573-78-0124      
平成２７年８月末日（消印有効）
各月１点及び表紙数点
採用作品（各月） ＪＡ商品券１万円分、
　　　　（表紙） ＪＡ商品券５千円分
応募者全員に参加賞
平成２７年９月下旬、入賞者に直接通知
作品には、住所、氏名、年齢、電話番号、画題、撮影日、
撮影場所を記入した応募票（自作可）を必ず貼り付
けてください。

2016年版

梅
雨
入
り
前
の
キ
ッ
チ
ン
の
お
片
づ
け
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て
、そ
こ
に
あ
る
も
の

を
取
り
出
し
た
ら
早
速
清
掃
で
す
。こ
の
と
き
、

汚
れ
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
除

菌
も
同
時
に
行
う
と
よ
い
で
す
ね
。

　
清
掃
を
済
ま
せ
た
ら
整
理
で
す
。要
・
不
要

の
仕
分
け
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
収
め
て
い

た
場
所
が
作
業
動
線
に
合
っ
て
い
る
か
も
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。キ
ッ
チ
ン
は

３
６
５
日
フ
ル
稼
働
で
す
か
ら
、配
置
を
見
直

す
機
会
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。鍋
や
フ

ラ
イ
パ
ン
、お
玉
、包
丁
な
ど
は
今
の
位
置
で

取
り
に
く
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？
可
動
棚
は
現

在
の
高
さ
で
使
い
や
す
い
で
し
ょ
う
か
？
あ
ら

た
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。一
般
的
に
ボ
ウ
ル

や
ざ
る
、水
を
張
っ
て
使
う
鍋
は
シ
ン
ク
の
近

く
、そ
の
ま
ま
火
に
か
け
る
フ
ラ
イ
パ
ン
は
コ

ン
ロ
近
く
が
便
利
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、慣
れ
も
あ
り
ま
す
か
ら
配
置
は
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、こ
う
し
て
自
分
の
日

頃
の
行
動
に
疑
問
を
持
ち
、自
問
自
答
す
る

癖
を
持
つ
こ
と
で
す
。日
々
の
無
駄
を
発
見
す

る
上
で
も
、お
年
寄
り
の
認
知
症
防
止
の
上
で

も
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。面
倒
だ
と
思
わ
ず
に

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
出
し
た
物
を
収
納
し
ま
す
。一
つ

一
つ
か
ら
拭
き
し
な
が
ら
戻
し
ま
し
ょ
う
。開

封
ず
み
の
調
味
料
な
ど
は
、液
垂
れ
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
で

し
っ
か
り
容
器
を
拭
い
て
か
ら
収
め
る
と
カ

ビ
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。日
頃
は
な
か
な
か

見
直
し
が
で
き
な
い
キ
ッ
チ
ン
収
納
。梅
雨
入

り
前
に
す
っ
き
り
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生活習慣病健診のご案内 ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

加
齢
と
歯
の
健
康

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

こ
う

　くう

　

ご

　　え
ん

【健診日・会場】

　　■７月２９日（水）　　　　　　　　　  苗木支店

　　■７月３０日（木）　　　　　　　　　  落合支店

　　■８月１７日（月）、１８日(火)　　　　 本店

　　■８月２４日（月）　　　　　　　  　　阿木支店

【受付時間】
午前8時30分～午前11時まで

■お申し込み
申込み方法が変更となりました。各支店・営業所にある申込用紙を
ご記入の上、窓口に提出して下さい。
（肺がん・大腸がんの健診をお申し込み
の方は容器をお受け取り下さい。）　

■受付期間　
6月15日（月）～７月１７日（金）まで

■お問い合わせ
ＪＡひがしみの本店 ふれあい課　
TEL　0573-78-0124

■テ ー マ

■応募資格
■サ イ ズ

■応募点数
■応 募 先

■応募締切
■採用点数
■懸 賞 金

■発　　表
■そ の 他

「東美濃の四季」
東美濃地域（中津川市、恵那市）の四季の風景、自然、
風物、行事等を捉えた作品
特になし
カラープリント４切及びワイド４切サイズ（原則とし
て横位置写真で、平成２６年以降に撮影されたもの
で未発表のものに限る）。
※デジタルカメラによる作品も可。ただし合成加工は不可。
１人４点以内
ＪＡひがしみの　本店ふれあい課
〒509-9132　中津川市茄子川1646-19
Tel 0573-78-0124      
平成２７年８月末日（消印有効）
各月１点及び表紙数点
採用作品（各月） ＪＡ商品券１万円分、
　　　　（表紙） ＪＡ商品券５千円分
応募者全員に参加賞
平成２７年９月下旬、入賞者に直接通知
作品には、住所、氏名、年齢、電話番号、画題、撮影日、
撮影場所を記入した応募票（自作可）を必ず貼り付
けてください。

2016年版

梅
雨
入
り
前
の
キ
ッ
チ
ン
の
お
片
づ
け
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か
　
ら
い

　
お
な
じ
み
の
小
松
菜
は
、
在
来
の
カ
ブ

か
ら
分
化
し
た
古
い
歴
史
を
持
つ
漬
け
菜

の
一
種
で
す
。
そ
の
名
は
江
戸
時
代
に
現

在
の
東
京
都
江
戸
川
区
の
小
松
川
周
辺
の

産
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
強
健
な
野
菜
で
、耐
寒
、耐
暑
性
に
富
み
、

周
年
的
に
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、

土
壌
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
、
毎
年
同

じ
畑
に
連
作
で
き
る
の
で
、
面
積
に
ゆ
と

り
の
な
い
家
庭
菜
園
に
も
取
り
入
れ
や
す

い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
青
物
の
少
な
い
時
期
か
ら
と
り
始

め
る
に
は
６
月
上
・
中
旬
が
ま
き
時
で
す
。

生
育
が
早
い
の
で
種
ま
き
か
ら
２５
〜
30
日

ぐ
ら
い
で
収
穫
で
き
ま
す
。

　
通
常
は
草
丈
が
２５
〜
30
㎝
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
逐
次
抜
き
取
り
収
穫
し
、
次
々

と
種
ま
き
し
、
周
年
的
な
収
穫
を
狙
う
の

で
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
株
ご

と
収
穫
す
る
の
で
は
な
く
、
株
は
残
し
た

ま
ま
葉
を
葉
柄
か
ら
指
や
は
さ
み
で
か
き

取
り
収
穫
す
る
方
法
で
す
。
小
松
菜
は
カ

ブ
を
起
源
と
す
る
の
で
、
根
は
大
変
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
筋
間
が
伸
び
る
こ
と
な

く
短
い
茎
の
節
か
ら
葉
が
次
々
に
生
ま
れ

伸
長
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
草
丈

は
30
〜
40
㎝
ぐ
ら
い
し
か
伸
び
ず
に
、
夏
、

秋
、
冬
と
た
く
さ
ん
の
葉
を
収
穫
、
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
穫
期
間
が
長
い
の
で
、
元
肥
は
図
の

よ
う
に
し
っ
か
り
と
与
え
、
畑
の
準
備
を

し
っ
か
り
し
て
種
ま
き
し
ま
す
。

　
用
い
る
品
種
は
、
葉
が
小
さ
め
丸
形
で
、

緑
が
濃
く
、
ゆ
っ
く
り
育
ち
長
期
間
の
収

穫
に
適
す
る「
き
よ
す
み
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）な
ど
が
お
薦
め
で
す
。

　
発
芽
後
本
葉
2
〜
3
枚
の
こ
ろ
と
、
草

丈
10
㎝
の
こ
ろ
間
引
き
し
、
最
終
株
間
を

広
め
に
10
㎝
ぐ
ら
い
に
し
ま
す
。
そ
の
こ

ろ
か
ら
15
〜
20
日
置
き
に
、
畝
の
側
方
に

軽
く
溝
を
付
け
て
、
油
か
す
と
化
成
肥
料

を
追
肥
し
ま
す
。

　
収
穫
は
葉
幅
が
7
〜
8
㎝
に
な
っ
た
こ

ろ
か
ら
葉
柄
の
下
部
を
爪
先
で
か
き
取
り
、

ま
た
は
は
さ
み
で
摘
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

　
葉
の
増
え
具
合
に
応
じ
て
収
穫
葉
数
を

考
え
な
が
ら
、
延
々
と
３
月
上
・
中
旬
ま

で
良
質
な
葉
が
収
穫
で
き
ま
す
。
３
月
下

旬
に
な
る
と
と
う
立
ち
し
て
き
ま
す
が
、

こ
の
花
蕾
も
、
ナ
バ
ナ
と
同
様
に
お
ひ
た

し
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
や
や
苦
み
が

強
い
で
す
が
旬
の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す
。

　
時
期
に
よ
っ
て
は
コ
ナ
ガ
や
ヨ
ト
ウ
ム

シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
を

好
む
害
虫
に
や
ら
れ
や
す
い
の
で
、
よ
く

観
察
し
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
し
て
防

ぎ
ま
す
。
夏
に
は
防
暑
、
防
虫
を
兼
ね
て

の
べ
た
掛
け
資
材
の
被
覆
も
有
効
で
す
。

堆肥  油かす  化成肥料

元肥 種子

間引き・追肥

11cm11cm

15cm 60cm

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
を

支
援
す
る
農
水
省
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
は
、
今
年
度
か
ら
第

４
期
対
策
が
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
平
均
で
は
、
１
集

落
の
協
定
締
結
面
積
が
　
ha
（
田
）
に

対
し
て
、
２
８
２
万
円
の
交
付
金
が

支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
制
度
に
参
加
し
た
い
集
落
は
協
定

を
結
び
、
８
月
末
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
農
地

　
　

　
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
農
地
で
、

傾
斜
基
準
を
満
た
す
１
ha
以
上
の
農

用
地　

　　
　

　　

対
象
者

　

　
複
数
の
農
家
に
よ
る
集
落
協
定
に

基
づ
き
、
５
年
間
以
上
継
続
し
て
農

業
生
産
活
動
を
行
う
も
の

◆
交
付
を
受
け
ら
れ
る
活
動

　
協
定
に
定
め
る
活
動
内
容
に
よ
っ

て
、
支
払
わ
れ
る
交
付
金
の
割
合
が

決
ま
り
ま
す
。

（
１
）
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め

の
活
動
（
単
価
の
８
割
を
交
付
）

・
農
業
生
産
活
動
等

    

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
活
動
、

水
路
・
農
道
等
の
管
理
活
動
（
泥
上
げ
、

草
刈
等
）

・
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

    

周
辺
林
地
の
管
理
、
景
観
作
物
の

作
付
、
体
験
農
園

（
２
）
体
制
整
備
の
た
め
の
前
向
き
な

活
動
：
体
制
整
備
単
価
（
⑴
＋
⑵
の
活

動
に
よ
り
単
価
の
１０
割
を
交
付
）

次
の
い
ず
れ
か
一
要
件
を
選
択

・
農
業
生
産
性
の
向
上

・
女
性・若
者
等
の
参
画
を
得
た
取
り
組
み

・
集
団
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
整
備

◆
加
算
措
置

　
右
記
の
活
動
に
加
え
、
地
域
農
業

の
維
持
・
発
展
に
資
す
る
一
定
の
取

り
組
み
を
行
う
場
合
に
は
、
交
付
単

価
に
所
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
▼
加
入
手
続
き
（
平
成
２７
年
度
）

①
協
定
の
作
成

　
同
時
に
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
事
業
計
画
の
作
成

　
　
←

②
協
定
書
の
提
出（
事
業
計
画
書
添
付
）

期
限
：
８
月
３１
日
（
月
）

　
　
←

③
協
定
お
よ
び
事
業
計
画
書
の
認
定

期
限
：
９
月
３0
日
（
水
）

　
　
← 

④
実
施
状
況
の
確
認

期
限
：
10
月
３0
日
（
金
）

　
　
←

☆
交
付
金
の
支
払
い

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
、
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
、
中
津
川
市
役
所
農
業
振

興
課
、
恵
那
市
役
所
産
業
基
盤
課

　
　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
し

　
込
み
は
お
済
で
す
か
？

　
　
国
へ
の
書
類
提
出
期
限
は
６
月

　
末
で
す
。提
出
が
ま
だ

　
の
方
は
お
早
め
に
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

油かす 

収穫

抜き取り かき取り 

化成肥料
最終株間
は10cm

例例

19

初
夏
ま
き
で
９
ヵ
月
も

収
穫
で
き
る
小
松
菜

集
落
で
の
畦
畔
活
動
で
交
付
金
を

も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

2015年
6月

情報

2015年
6月

目

　的
　
先
輩
農
家
及
び
指
導
機
関
等
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
一
歩
踏

み
込
ん
だ
栽
培
技
術
修
得
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て

夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
を
実

際
に
体
験
、
見
学
す
る
事
に
よ
り
、

理
解
を
深
め
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
参
加
者
の
目
標
や
夢
の
実
現
を

図
り
ま
す
。

主

　催 

東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会

対
象
者 

　
原
則
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に

お
住
ま
い
の
方
で
出
荷
を
目
的
に

ト
マ
ト
・
な
す
の
栽
培
を
考
え
て
い

る
方
や
来
年
以
降
か
ら
の
新
規
栽

培
予
定
者

※
ト
マ
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
将

来
の
栽
培
、
出
荷
開
始
を
考
慮
し
、

概
ね
６０
歳
以
下
を
対
象
と
し
ま
す

開
催
時
期

 

平
成
27
年
５
月
〜
平
成
27
年
11
月

（
全
７
回
予
定
　
半
日
程
度
の
研
修
）

※
途
中
参
加
も
可
能

場

　所
室
内
及
び
ほ
場（
中
山
間
農
業
研
究

所
中
津
川
支
所
）

先
輩
農
家
ほ
場
等

参
加
費

原
則
、
無
料

目

　的

　
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草
は
低
温
に
合

う
と
体
内
の
栄
養
価
や
糖
度
が
上
が

り
、
甘
み
が
増
し
ま
す
。
東
美
濃
管
内

で
は
、
冬
場
の
寒
い
気
候
を
活
か
し
、

冬
場
の
作
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
本
塾
を
通
じ
、
参
加
さ
れ
る
方
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
栽
培
を
理
解
い
た

だ
き
、
生
産
出
荷
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

主

　催
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
　

恵
那
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課

対
象
者

　
原
則
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に

住
ま
い
の
方
で
、
家
庭
菜
園
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
冬
場
の
収
入
確

保
を
考
え
て
い
る
方
等

開
催
時
期

平
成
27
年
８
月
下
旬 （
半
日
程
度
）

場

　所
Ｊ
Ａ
本
店
・
農
家
ほ
場

参
加
費

原
則
、
無
料

夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

開
催
中

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

Ch
allenge!!

Ch
allenge!!

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店

営
農
部
　
営
農
販
売
課
　
水
野
・
吉
村

電
話
　
０
５
７
３
ー

７
８
ー

０
１
３
7

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

■10aあたりの交付単価（1年分）  

■水田：急傾斜（傾斜：１/20）  ■畑：急傾斜（傾斜：15°）  

21,000円／10a  11,500円／10a  

田  

地　目  　　区　　分
急傾斜（1 / 2 0以上）
緩傾斜（1/100以上）
急傾斜（ 15°以上）
緩傾斜（　8°　以上）

交付単価
21,000円
8,000円
11,500円
3,500円

集落連携・機能維持加算
　複数集落で協定を結んで活動（補充）
　　　　　田・畑　3,000円

小規模・高齢化集落の活動支援（継続）
　　　　　田 3,000円　畑 3,000円

急傾斜農地保全管理加算（新設）
　　　　　田・畑　6,000円

畑  

10m  10m  

0.5
m

2.7
m

提出
6月末

加
算
措
置
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か
　
ら
い

　
お
な
じ
み
の
小
松
菜
は
、
在
来
の
カ
ブ

か
ら
分
化
し
た
古
い
歴
史
を
持
つ
漬
け
菜

の
一
種
で
す
。
そ
の
名
は
江
戸
時
代
に
現

在
の
東
京
都
江
戸
川
区
の
小
松
川
周
辺
の

産
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
強
健
な
野
菜
で
、耐
寒
、耐
暑
性
に
富
み
、

周
年
的
に
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、

土
壌
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
、
毎
年
同

じ
畑
に
連
作
で
き
る
の
で
、
面
積
に
ゆ
と

り
の
な
い
家
庭
菜
園
に
も
取
り
入
れ
や
す

い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
青
物
の
少
な
い
時
期
か
ら
と
り
始

め
る
に
は
６
月
上
・
中
旬
が
ま
き
時
で
す
。

生
育
が
早
い
の
で
種
ま
き
か
ら
２５
〜
30
日

ぐ
ら
い
で
収
穫
で
き
ま
す
。

　
通
常
は
草
丈
が
２５
〜
30
㎝
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
逐
次
抜
き
取
り
収
穫
し
、
次
々

と
種
ま
き
し
、
周
年
的
な
収
穫
を
狙
う
の

で
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
株
ご

と
収
穫
す
る
の
で
は
な
く
、
株
は
残
し
た

ま
ま
葉
を
葉
柄
か
ら
指
や
は
さ
み
で
か
き

取
り
収
穫
す
る
方
法
で
す
。
小
松
菜
は
カ

ブ
を
起
源
と
す
る
の
で
、
根
は
大
変
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
筋
間
が
伸
び
る
こ
と
な

く
短
い
茎
の
節
か
ら
葉
が
次
々
に
生
ま
れ

伸
長
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
草
丈

は
30
〜
40
㎝
ぐ
ら
い
し
か
伸
び
ず
に
、
夏
、

秋
、
冬
と
た
く
さ
ん
の
葉
を
収
穫
、
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
穫
期
間
が
長
い
の
で
、
元
肥
は
図
の

よ
う
に
し
っ
か
り
と
与
え
、
畑
の
準
備
を

し
っ
か
り
し
て
種
ま
き
し
ま
す
。

　
用
い
る
品
種
は
、
葉
が
小
さ
め
丸
形
で
、

緑
が
濃
く
、
ゆ
っ
く
り
育
ち
長
期
間
の
収

穫
に
適
す
る「
き
よ
す
み
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）な
ど
が
お
薦
め
で
す
。

　
発
芽
後
本
葉
2
〜
3
枚
の
こ
ろ
と
、
草

丈
10
㎝
の
こ
ろ
間
引
き
し
、
最
終
株
間
を

広
め
に
10
㎝
ぐ
ら
い
に
し
ま
す
。
そ
の
こ

ろ
か
ら
15
〜
20
日
置
き
に
、
畝
の
側
方
に

軽
く
溝
を
付
け
て
、
油
か
す
と
化
成
肥
料

を
追
肥
し
ま
す
。

　
収
穫
は
葉
幅
が
7
〜
8
㎝
に
な
っ
た
こ

ろ
か
ら
葉
柄
の
下
部
を
爪
先
で
か
き
取
り
、

ま
た
は
は
さ
み
で
摘
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

　
葉
の
増
え
具
合
に
応
じ
て
収
穫
葉
数
を

考
え
な
が
ら
、
延
々
と
３
月
上
・
中
旬
ま

で
良
質
な
葉
が
収
穫
で
き
ま
す
。
３
月
下

旬
に
な
る
と
と
う
立
ち
し
て
き
ま
す
が
、

こ
の
花
蕾
も
、
ナ
バ
ナ
と
同
様
に
お
ひ
た

し
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
や
や
苦
み
が

強
い
で
す
が
旬
の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す
。

　
時
期
に
よ
っ
て
は
コ
ナ
ガ
や
ヨ
ト
ウ
ム

シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
を

好
む
害
虫
に
や
ら
れ
や
す
い
の
で
、
よ
く

観
察
し
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
し
て
防

ぎ
ま
す
。
夏
に
は
防
暑
、
防
虫
を
兼
ね
て

の
べ
た
掛
け
資
材
の
被
覆
も
有
効
で
す
。

堆肥  油かす  化成肥料

元肥 種子

間引き・追肥

11cm11cm

15cm 60cm

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
を

支
援
す
る
農
水
省
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
は
、
今
年
度
か
ら
第

４
期
対
策
が
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
平
均
で
は
、
１
集

落
の
協
定
締
結
面
積
が
　
ha
（
田
）
に

対
し
て
、
２
８
２
万
円
の
交
付
金
が

支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
制
度
に
参
加
し
た
い
集
落
は
協
定

を
結
び
、
８
月
末
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
農
地

　
　

　
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
農
地
で
、

傾
斜
基
準
を
満
た
す
１
ha
以
上
の
農

用
地　

　　
　

　　

対
象
者

　

　
複
数
の
農
家
に
よ
る
集
落
協
定
に

基
づ
き
、
５
年
間
以
上
継
続
し
て
農

業
生
産
活
動
を
行
う
も
の

◆
交
付
を
受
け
ら
れ
る
活
動

　
協
定
に
定
め
る
活
動
内
容
に
よ
っ

て
、
支
払
わ
れ
る
交
付
金
の
割
合
が

決
ま
り
ま
す
。

（
１
）
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め

の
活
動
（
単
価
の
８
割
を
交
付
）

・
農
業
生
産
活
動
等

    

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
活
動
、

水
路
・
農
道
等
の
管
理
活
動
（
泥
上
げ
、

草
刈
等
）

・
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

    

周
辺
林
地
の
管
理
、
景
観
作
物
の

作
付
、
体
験
農
園

（
２
）
体
制
整
備
の
た
め
の
前
向
き
な

活
動
：
体
制
整
備
単
価
（
⑴
＋
⑵
の
活

動
に
よ
り
単
価
の
１０
割
を
交
付
）

次
の
い
ず
れ
か
一
要
件
を
選
択

・
農
業
生
産
性
の
向
上

・
女
性・若
者
等
の
参
画
を
得
た
取
り
組
み

・
集
団
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
整
備

◆
加
算
措
置

　
右
記
の
活
動
に
加
え
、
地
域
農
業

の
維
持
・
発
展
に
資
す
る
一
定
の
取

り
組
み
を
行
う
場
合
に
は
、
交
付
単

価
に
所
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
▼
加
入
手
続
き
（
平
成
２７
年
度
）

①
協
定
の
作
成

　
同
時
に
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
事
業
計
画
の
作
成

　
　
←

②
協
定
書
の
提
出（
事
業
計
画
書
添
付
）

期
限
：
８
月
３１
日
（
月
）

　
　
←

③
協
定
お
よ
び
事
業
計
画
書
の
認
定

期
限
：
９
月
３0
日
（
水
）

　
　
← 

④
実
施
状
況
の
確
認

期
限
：
10
月
３0
日
（
金
）

　
　
←

☆
交
付
金
の
支
払
い

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
、
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
、
中
津
川
市
役
所
農
業
振

興
課
、
恵
那
市
役
所
産
業
基
盤
課

　
　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
し

　
込
み
は
お
済
で
す
か
？

　
　
国
へ
の
書
類
提
出
期
限
は
６
月

　
末
で
す
。提
出
が
ま
だ

　
の
方
は
お
早
め
に
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

油かす 

収穫

抜き取り かき取り 

化成肥料
最終株間
は10cm

例例

19

初
夏
ま
き
で
９
ヵ
月
も

収
穫
で
き
る
小
松
菜

集
落
で
の
畦
畔
活
動
で
交
付
金
を

も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

2015年
6月

情報

2015年
6月

目

　的
　
先
輩
農
家
及
び
指
導
機
関
等
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
一
歩
踏

み
込
ん
だ
栽
培
技
術
修
得
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て

夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
を
実

際
に
体
験
、
見
学
す
る
事
に
よ
り
、

理
解
を
深
め
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
参
加
者
の
目
標
や
夢
の
実
現
を

図
り
ま
す
。

主

　催 

東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会

対
象
者 

　
原
則
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に

お
住
ま
い
の
方
で
出
荷
を
目
的
に

ト
マ
ト
・
な
す
の
栽
培
を
考
え
て
い

る
方
や
来
年
以
降
か
ら
の
新
規
栽

培
予
定
者

※
ト
マ
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
将

来
の
栽
培
、
出
荷
開
始
を
考
慮
し
、

概
ね
６０
歳
以
下
を
対
象
と
し
ま
す

開
催
時
期

 

平
成
27
年
５
月
〜
平
成
27
年
11
月

（
全
７
回
予
定
　
半
日
程
度
の
研
修
）

※
途
中
参
加
も
可
能

場

　所
室
内
及
び
ほ
場（
中
山
間
農
業
研
究

所
中
津
川
支
所
）

先
輩
農
家
ほ
場
等

参
加
費

原
則
、
無
料

目

　的

　
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草
は
低
温
に
合

う
と
体
内
の
栄
養
価
や
糖
度
が
上
が

り
、
甘
み
が
増
し
ま
す
。
東
美
濃
管
内

で
は
、
冬
場
の
寒
い
気
候
を
活
か
し
、

冬
場
の
作
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
本
塾
を
通
じ
、
参
加
さ
れ
る
方
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
栽
培
を
理
解
い
た

だ
き
、
生
産
出
荷
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

主

　催
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
　

恵
那
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課

対
象
者

　
原
則
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に

住
ま
い
の
方
で
、
家
庭
菜
園
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
冬
場
の
収
入
確

保
を
考
え
て
い
る
方
等

開
催
時
期

平
成
27
年
８
月
下
旬 （
半
日
程
度
）

場

　所
Ｊ
Ａ
本
店
・
農
家
ほ
場

参
加
費

原
則
、
無
料

夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

開
催
中

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

Ch
allenge!!

Ch
allenge!!

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店

営
農
部
　
営
農
販
売
課
　
水
野
・
吉
村

電
話
　
０
５
７
３
ー

７
８
ー

０
１
３
7

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

■10aあたりの交付単価（1年分）  

■水田：急傾斜（傾斜：１/20）  ■畑：急傾斜（傾斜：15°）  

21,000円／10a  11,500円／10a  

田  

地　目  　　区　　分
急傾斜（1 / 2 0以上）
緩傾斜（1/100以上）
急傾斜（ 15°以上）
緩傾斜（　8°　以上）

交付単価
21,000円
8,000円
11,500円
3,500円

集落連携・機能維持加算
　複数集落で協定を結んで活動（補充）
　　　　　田・畑　3,000円

小規模・高齢化集落の活動支援（継続）
　　　　　田 3,000円　畑 3,000円

急傾斜農地保全管理加算（新設）
　　　　　田・畑　6,000円

畑  

10m  10m  

0.5
m

2.7
m

提出
6月末

加
算
措
置
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冨
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
農
事
組
合
法
人

「
夏
焼
」。
同
法
人
は
平
成
23
年
に
設
立
さ
れ
、
現

在
３１
戸
が
農
作
業
受
委
託
や
米
・
麦
な
ど
を
20
㌶

で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
夏
焼
が
昨
年
11
月
に
中
津
川
市
福
岡
夏
焼

地
区
に
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
、「
福
岡
夏
ち
ゃ
ん

五
平『
で
あ
い
』」を
開
店
。
手
作
り
の
五
平
餅
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。

　
五
平
餅
に
使
用
す
る
同
法
人
が
生
産
し
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
、
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の
使

用
量
を
従
来
の
栽
培
か
ら
30
％
以
上
削
減
し
た「
ぎ

ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」に
認
定
さ
れ
た
品
質
も
美
味

し
さ
も
自
慢
で
き
る
も
の
で
す
。

　
店
内
に
は
客
席
10
席
と
調
理
場
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
用
の
窓
口
を
設
置
。
地
域
の
交
流
・
憩
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
店
の
名
前
は
人
や
美
味
し
い

五
平
餅
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。

　
五
平
餅
を
作
る
上
で
、
炊
い
た
米
を
し
っ
か
り

と
潰
し
、
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
と
舌
触
り
を
出

せ
る
よ
う
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
崩
れ
な
い
程
度
の

力
加
減
で
一
口
大
の
団
子
型
に
握
り
ま
す
。
タ
レ

は
醤
油
ベ
ー
ス
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
ク
ル
ミ
と
ゴ
マ

を
加
え
、
香
ば
し
い
風
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
１
日
に
１
〜
２
０
０
本
を
作
り
、
お
土
産
と
し

て
持
ち
帰
る
お
客
さ
ん
も
多
い
こ
と
か
ら
、
土
日

は
特
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、「
次
の
日
で
も
硬
く
な

ら
な
い
。
お
米
の
美
味
し
さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ

る
」と
好
評
で
す
。

　
店
内
に
は
五
平
餅
に
使
用
し
て
い
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
精
米
も
３
０
０
㌘
〜
３
０
㌔
ま
で
販
売
。「
米

価
低
下
や
国
の
補
助
金
削

減
な
ど
で
米
の
生
産
者
は

危
機
感
を
強
め
て
い
る
が
、

地
産
地
消
で
米
の
消
費
拡

大
に
貢
献
し
、
地
域
を
明

る
く
元
気
に
し
た
い
」と
冨

田
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

な
つ
や
け 米
の
消
費
拡
大
に
貢
献

冨田 清美さん
（中津川市福岡）

　旅行センターでは国内外の幅広いツアー
プランを提供しております。今年度県下ＪＡ
海外キャンペーンとして、シンガポール５日
間の旅をおすすめしています。多彩なお食
事やラスベガススタイルのショー・カジノで
楽しい旅の思い出を作りませんか？
　興味がある方は旅行センターまたは各支
店にお問い合わせ下さい。

旅
行
セ
ン
タ
ー

足
立 

聡
子

Profile
担　当：窓口
入　組：12年目
出　身：恵那市武並町
血液型：A型
趣　味：旅行

豪華客船のクルーズはいかがですか？

五平餅は電話での注文も
　店内での５００円の定食には五平餅の他、夏は卵豆腐、冬はおでんが
セットになっています。
　五平餅は１本１００円(税込)。営業時間は１１時から１５時。木曜定休。
　お問い合わせ・ご注文は　０５７３(７２)３０９０

大
野 

勝
明
さ
ん （
中
津
川
市
福
岡
）

　
岩
場
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
走
破
す

る
自
動
車
競
技「
ロ
ッ
ク
・
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
」に
熱
中
し
て
い
る

大
野
さ
ん
。

　
始
め
た
き
っ
か
け
は
１５
年
ほ

ど
前
、
雑
誌
で「
ロ
ッ
ク
・
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
」に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
を
見
て「
自
宅

の
裏
山
が
競
技
場
に
似
て
い

る
。
こ
こ
を
４
駆
で
走
っ
た
ら

楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
」と
興

味
を
も
っ
た
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
一
年
か
け
て
愛
車

の
ジ
ム
ニ
ー
シ
エ
ラ
を
自
作

で
競
技
用
に
改
造
。
続
い
て
、

自
宅
の
裏
山
を
競
技
場
に
近
い
形
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
特
に
岩
場
を
綺
麗
に
乗
り
越
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
練
習
の
成
果
は
徐
々
に
表
れ
、
２
０
１
０
年
に
は
奈
良
県
で
開
催
さ
れ

た「
ジ
ム
・
ロ
ッ
ク
・
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
」大
会
で
優
勝
。
２
０
１
３
年
に
は
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
部
門
で
３
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
成
績
も
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
情
報
交
換
な
ど
親
交
を
深
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
業
を
経
営
す
る
大
野
さ
ん
は
、「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
練
習
す

る
時
間
が
な
い
が
、
い
つ
か
は
海
外
の
大
会
に
も
出
場
し
た
い
」と
夢
を
語
り

ま
す
。

　
今
年
は
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

夢
は
世
界
大
会
に
出
場

　小学６年生の彰起くんは、４年生の時に始めたバスケット
ボールが大好きです。地元のミニバスケットボールクラブに
入って、毎日練習しています。
　「人の役に立てる仕事をしたい」と将来の夢を話す彰起くん。
　「人の傷みのわかる優しい子に育ってほしい」とお母さん
は話しています。

バスケットボールに夢中

し
ょ
う 

き

西
尾  

彰
起
く
ん 

（
恵
那
市
山
岡
町
）
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冨
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
農
事
組
合
法
人

「
夏
焼
」。
同
法
人
は
平
成
23
年
に
設
立
さ
れ
、
現

在
３１
戸
が
農
作
業
受
委
託
や
米
・
麦
な
ど
を
20
㌶

で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
夏
焼
が
昨
年
11
月
に
中
津
川
市
福
岡
夏
焼

地
区
に
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
、「
福
岡
夏
ち
ゃ
ん

五
平『
で
あ
い
』」を
開
店
。
手
作
り
の
五
平
餅
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。

　
五
平
餅
に
使
用
す
る
同
法
人
が
生
産
し
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
、
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の
使

用
量
を
従
来
の
栽
培
か
ら
30
％
以
上
削
減
し
た「
ぎ

ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」に
認
定
さ
れ
た
品
質
も
美
味

し
さ
も
自
慢
で
き
る
も
の
で
す
。

　
店
内
に
は
客
席
10
席
と
調
理
場
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
用
の
窓
口
を
設
置
。
地
域
の
交
流
・
憩
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
店
の
名
前
は
人
や
美
味
し
い

五
平
餅
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。

　
五
平
餅
を
作
る
上
で
、
炊
い
た
米
を
し
っ
か
り

と
潰
し
、
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
と
舌
触
り
を
出

せ
る
よ
う
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
崩
れ
な
い
程
度
の

力
加
減
で
一
口
大
の
団
子
型
に
握
り
ま
す
。
タ
レ

は
醤
油
ベ
ー
ス
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
ク
ル
ミ
と
ゴ
マ

を
加
え
、
香
ば
し
い
風
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
１
日
に
１
〜
２
０
０
本
を
作
り
、
お
土
産
と
し

て
持
ち
帰
る
お
客
さ
ん
も
多
い
こ
と
か
ら
、
土
日

は
特
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、「
次
の
日
で
も
硬
く
な

ら
な
い
。
お
米
の
美
味
し
さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ

る
」と
好
評
で
す
。

　
店
内
に
は
五
平
餅
に
使
用
し
て
い
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
精
米
も
３
０
０
㌘
〜
３
０
㌔
ま
で
販
売
。「
米

価
低
下
や
国
の
補
助
金
削

減
な
ど
で
米
の
生
産
者
は

危
機
感
を
強
め
て
い
る
が
、

地
産
地
消
で
米
の
消
費
拡

大
に
貢
献
し
、
地
域
を
明

る
く
元
気
に
し
た
い
」と
冨

田
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

な
つ
や
け 米
の
消
費
拡
大
に
貢
献

冨田 清美さん
（中津川市福岡）

　旅行センターでは国内外の幅広いツアー
プランを提供しております。今年度県下ＪＡ
海外キャンペーンとして、シンガポール５日
間の旅をおすすめしています。多彩なお食
事やラスベガススタイルのショー・カジノで
楽しい旅の思い出を作りませんか？
　興味がある方は旅行センターまたは各支
店にお問い合わせ下さい。

旅
行
セ
ン
タ
ー

足
立 

聡
子

Profile
担　当：窓口
入　組：12年目
出　身：恵那市武並町
血液型：A型
趣　味：旅行

豪華客船のクルーズはいかがですか？

五平餅は電話での注文も
　店内での５００円の定食には五平餅の他、夏は卵豆腐、冬はおでんが
セットになっています。
　五平餅は１本１００円(税込)。営業時間は１１時から１５時。木曜定休。
　お問い合わせ・ご注文は　０５７３(７２)３０９０

大
野 

勝
明
さ
ん （
中
津
川
市
福
岡
）

　
岩
場
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
走
破
す

る
自
動
車
競
技「
ロ
ッ
ク
・
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
」に
熱
中
し
て
い
る

大
野
さ
ん
。

　
始
め
た
き
っ
か
け
は
１５
年
ほ

ど
前
、
雑
誌
で「
ロ
ッ
ク
・
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
」に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
を
見
て「
自
宅

の
裏
山
が
競
技
場
に
似
て
い

る
。
こ
こ
を
４
駆
で
走
っ
た
ら

楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
」と
興

味
を
も
っ
た
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
一
年
か
け
て
愛
車

の
ジ
ム
ニ
ー
シ
エ
ラ
を
自
作

で
競
技
用
に
改
造
。
続
い
て
、

自
宅
の
裏
山
を
競
技
場
に
近
い
形
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
特
に
岩
場
を
綺
麗
に
乗
り
越
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
練
習
の
成
果
は
徐
々
に
表
れ
、
２
０
１
０
年
に
は
奈
良
県
で
開
催
さ
れ

た「
ジ
ム
・
ロ
ッ
ク
・
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
」大
会
で
優
勝
。
２
０
１
３
年
に
は
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
部
門
で
３
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
成
績
も
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
情
報
交
換
な
ど
親
交
を
深
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
業
を
経
営
す
る
大
野
さ
ん
は
、「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
練
習
す

る
時
間
が
な
い
が
、
い
つ
か
は
海
外
の
大
会
に
も
出
場
し
た
い
」と
夢
を
語
り

ま
す
。

　
今
年
は
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

夢
は
世
界
大
会
に
出
場

　小学６年生の彰起くんは、４年生の時に始めたバスケット
ボールが大好きです。地元のミニバスケットボールクラブに
入って、毎日練習しています。
　「人の役に立てる仕事をしたい」と将来の夢を話す彰起くん。
　「人の傷みのわかる優しい子に育ってほしい」とお母さん
は話しています。

バスケットボールに夢中

し
ょ
う 

き

西
尾  

彰
起
く
ん 

（
恵
那
市
山
岡
町
）
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①日本では水洗化が進んでいます
③足袋についている金具
⑥方位磁針のＮ極が指す方角
⑦はっきりしないー模糊とした状態
⑧ー海流とも呼ばれる親潮
⑩6月の第3日曜日はーの日です
⑫漢字で書くと軍鶏 ニワトリの一種です
⑭すずりですります
⑯アンデルセンやグリム兄弟が著したもの
⑱ごまなどを油をひかずに加熱すること
⑳梅雨時は食物や浴室に生えやすくなります
　レイシともいわれる果物
　ワタの種子から取った繊維　
あるいはそれで織った布

①6月10日はーの記念日
②にょろりと長い胴を持つ小動物
③男女が出会った途端に落ちることも
④関東では養殖のブリ、関西では若
いブリをこう呼びます

⑤易者が占いに使う細い棒
⑦傘を忘れたので軒先を借りて・・・
⑨ライオンのことです
⑪まつげに塗る化粧品
⑬割、分、厘のさらに下
⑮現在を挟んで過去とは反対側
⑰みそ汁によく入れられる海藻
⑲ーに就いて、用意、ドン！
　ー詰め、ガラスー、ビールー

■5月号の答え
ハナミズキ(花水木)

■クイズ当選者（敬称略）
堀江 美香、村中 光子、鈴木 文雄
杉山 義樹、西野 秀文、三浦 智子
伊藤 和代、松原 明希子
川上 圭子、中家 ひろこ

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
　①通常総代会の招集及び議決権行使書の内容について 
②通常総代会提出議案及び総会参考書類について
　③決算書類及び部門別損益計算書について
④平成２７年度夏期賞与の支給について
⑤岐阜県農業信用基金協会への増資について
⑥平成２７年度不良債権処理方針について
⑦理事との継続的取引（極度ローン）及び
　貯金・共済担保貸付に係る包括承認について
【報告事項】
　①内部監査結果の報告について 
　②平成２６年度下期苦情等対応状況について
③通常総代会地域別説明会の開催日程について
④金融円滑化の対応状況について
⑤平成２６年度資産査定結果報告について
⑥平成２６年度償却案件の報告について
⑦農地中間管理事業実施状況について
　⑧労働保険事務組合の労働保険料その他の
　徴収納付状況について
　⑨Ａコープ坂下店舗改装について
⑩４月末の事業実績について 

■
４０
代
最
後
の
歳
を
迎
え
、
健
康
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
先
月
、
高
校
の
同

級
生
が
体
の
不
調
に
よ
り
入
院
、
翌
日
、
今
度
は
中
学
の
同
級
生

が
倒
れ
救
急
車
で
搬
送
。
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
人

事
で
は
な
い
。
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
。
少
し
で
も

規
則
正
し
い
生
活
に
近
づ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。             

　

      

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　（も
）

■「
ス
ー
パ
ー
テ
イ
ス
タ
ー
」と
い
う
特
殊
能
力
が
あ
る
そ
う
で

す
。味
覚
が
通
常
よ
り
も
か
な
り
優
れ
て
い
る
人
の
こ
と
を
指
し
、

特
に
ア
ジ
ア
人
や
女
性
に
多
く
、好
き
嫌
い
も
は
っ
き
り
し
て
い

る
そ
う
で
す
。食
に
対
し
て
厳
し
い
人
は
も
し
か
し
た
ら
こ
の
能

力
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ち
な
み
に
舌
が
肥
え
て
い
な
い
私
は
、

何
で
も
美
味
し
い
と
食
べ
ま
す
が
、ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
は
大

嫌
い
で（
汗
）、い
つ
か
克
服
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　

　（
な
）

　
５
月
号
の
特
集
で
笑
顔
の
素
敵

な
新
入
職
員
の
顔
が
見
れ
て
、
若
い

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　恵
那
市
笠
置
町

　
　永
冶

　多
加
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　◆

　
新
入
職
員
の
初
々
し
く
、
一
生
懸

命
な
気
持
ち
が
表
情
に
で
て
い
て
、

可
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。
初
心
を
忘

れ
ず
、
先
輩
の
指
導
の
も
と
立
派
な

職
員
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　中
津
川
市
加
子
母

　
　梅
田

　豊
子
さ
ん

　特
集
の
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
信
頼
さ
れ

る
職
員
を
目

指
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
！

　
５
月
号
の「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
イ
ラ

イ
フ
」を
読
ん
で
、
さ
く
ら
の
里
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
満
開
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　中
津
川
市
坂
下

　
　吉
村

　恵
美
子
さ
ん

　桜
は
見
る
人
の
心
を
癒
や
し
て
く

れ
ま
す
ね
。

　
恵
那
峡
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

の
皆
さ
ん
か
ら
お

に
ぎ
り
を
配
布
し

て
頂
き
、
お
い
し

く
て
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

　中
津
川
市
宮
前
町

　
　松
原

　博
美
さ
ん

　塩
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
お
に
ぎ

り
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
好
評

で
良
か
っ
た
で
す
♪

　
５
月
号
の「
旬
を
味
わ
う
」で
紹

介
さ
れ
た
卵
と
じ
を
作
り
ま
し
た
。

家
族
に
も
好
評
で
、
ま
た
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　恵
那
市
中
野
方
町

　
　林

　信
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　◆

　
こ
れ
か
ら
夏
野
菜
の
季
節
で
す

ね
。
主
人
も
頑
張
っ
て
野
菜
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を
た
く
さ

ん
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　恵
那
市
串
原

　
　三
宅

　多
佳
子
さ
ん

　旬
の
食
材
を
活
か
し
た
美
味
し

い
レ
シ
ピ
を
こ
れ
か
ら
も
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
ぜ

ひ
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
！

も こ

22

23
21

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年６月２６日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水） ※都合により変更の
　場合があります

平成27年7月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 058-276-8015
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,842人
26億8,860万円

2,177億7,023万円
446億2,092万円

7,232億 1,058万円
5億8,594万円
3億　991万円

第2回理事会 （平成２7年5月21日）

（平成27年4月30日現在）

6月

7月

10日（水）
〃　　

17日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

6月

7月

10日（水）
11日（木）
17日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

6月

7月

10日（水）
〃　　

17日（水）
22日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

茶
摘
み

　小
学
生
の
茶
摘
み
体
験
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
広
い
茶
畑
に

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で
、

大
変
賑
や
か
で
し
た
。
青
空
の

も
と
初
夏
の
爽
や
か
な
風
に
包

ま
れ
て
、
香
り
豊
か
な
茶
を
摘

む
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
む
様
子

が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

撮

　影
：
青
木 

孝
義 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
福
岡

（カレンダー応募作品より）
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①日本では水洗化が進んでいます
③足袋についている金具
⑥方位磁針のＮ極が指す方角
⑦はっきりしないー模糊とした状態
⑧ー海流とも呼ばれる親潮
⑩6月の第3日曜日はーの日です
⑫漢字で書くと軍鶏 ニワトリの一種です
⑭すずりですります
⑯アンデルセンやグリム兄弟が著したもの
⑱ごまなどを油をひかずに加熱すること
⑳梅雨時は食物や浴室に生えやすくなります
　レイシともいわれる果物
　ワタの種子から取った繊維　
あるいはそれで織った布

①6月10日はーの記念日
②にょろりと長い胴を持つ小動物
③男女が出会った途端に落ちることも
④関東では養殖のブリ、関西では若
いブリをこう呼びます
⑤易者が占いに使う細い棒
⑦傘を忘れたので軒先を借りて・・・
⑨ライオンのことです
⑪まつげに塗る化粧品
⑬割、分、厘のさらに下
⑮現在を挟んで過去とは反対側
⑰みそ汁によく入れられる海藻
⑲ーに就いて、用意、ドン！
　ー詰め、ガラスー、ビールー

■5月号の答え
ハナミズキ(花水木)

■クイズ当選者（敬称略）
堀江 美香、村中 光子、鈴木 文雄
杉山 義樹、西野 秀文、三浦 智子
伊藤 和代、松原 明希子
川上 圭子、中家 ひろこ

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
　①通常総代会の招集及び議決権行使書の内容について 
②通常総代会提出議案及び総会参考書類について
　③決算書類及び部門別損益計算書について
④平成２７年度夏期賞与の支給について
⑤岐阜県農業信用基金協会への増資について
⑥平成２７年度不良債権処理方針について
⑦理事との継続的取引（極度ローン）及び
　貯金・共済担保貸付に係る包括承認について
【報告事項】
　①内部監査結果の報告について 
　②平成２６年度下期苦情等対応状況について
③通常総代会地域別説明会の開催日程について
④金融円滑化の対応状況について
⑤平成２６年度資産査定結果報告について
⑥平成２６年度償却案件の報告について
⑦農地中間管理事業実施状況について

　⑧労働保険事務組合の労働保険料その他の
　徴収納付状況について

　⑨Ａコープ坂下店舗改装について
⑩４月末の事業実績について 

■
４０
代
最
後
の
歳
を
迎
え
、
健
康
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
先
月
、
高
校
の
同

級
生
が
体
の
不
調
に
よ
り
入
院
、
翌
日
、
今
度
は
中
学
の
同
級
生

が
倒
れ
救
急
車
で
搬
送
。
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
人

事
で
は
な
い
。
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
。
少
し
で
も

規
則
正
し
い
生
活
に
近
づ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。             

　

      

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　（も
）

■「
ス
ー
パ
ー
テ
イ
ス
タ
ー
」と
い
う
特
殊
能
力
が
あ
る
そ
う
で

す
。味
覚
が
通
常
よ
り
も
か
な
り
優
れ
て
い
る
人
の
こ
と
を
指
し
、

特
に
ア
ジ
ア
人
や
女
性
に
多
く
、好
き
嫌
い
も
は
っ
き
り
し
て
い

る
そ
う
で
す
。食
に
対
し
て
厳
し
い
人
は
も
し
か
し
た
ら
こ
の
能

力
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ち
な
み
に
舌
が
肥
え
て
い
な
い
私
は
、

何
で
も
美
味
し
い
と
食
べ
ま
す
が
、ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
は
大

嫌
い
で（
汗
）、い
つ
か
克
服
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　

　（
な
）

　
５
月
号
の
特
集
で
笑
顔
の
素
敵

な
新
入
職
員
の
顔
が
見
れ
て
、
若
い

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　恵
那
市
笠
置
町

　
　永
冶

　多
加
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　◆

　
新
入
職
員
の
初
々
し
く
、
一
生
懸

命
な
気
持
ち
が
表
情
に
で
て
い
て
、

可
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。
初
心
を
忘

れ
ず
、
先
輩
の
指
導
の
も
と
立
派
な

職
員
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　中
津
川
市
加
子
母

　
　梅
田

　豊
子
さ
ん

　特
集
の
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
信
頼
さ
れ

る
職
員
を
目

指
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
！

　
５
月
号
の「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
イ
ラ

イ
フ
」を
読
ん
で
、
さ
く
ら
の
里
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
満
開
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　中
津
川
市
坂
下

　
　吉
村

　恵
美
子
さ
ん

　桜
は
見
る
人
の
心
を
癒
や
し
て
く

れ
ま
す
ね
。

　
恵
那
峡
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

の
皆
さ
ん
か
ら
お

に
ぎ
り
を
配
布
し

て
頂
き
、
お
い
し

く
て
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

　中
津
川
市
宮
前
町

　
　松
原

　博
美
さ
ん

　塩
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
お
に
ぎ

り
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
好
評

で
良
か
っ
た
で
す
♪

　
５
月
号
の「
旬
を
味
わ
う
」で
紹

介
さ
れ
た
卵
と
じ
を
作
り
ま
し
た
。

家
族
に
も
好
評
で
、
ま
た
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　恵
那
市
中
野
方
町

　
　林

　信
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　◆

　
こ
れ
か
ら
夏
野
菜
の
季
節
で
す

ね
。
主
人
も
頑
張
っ
て
野
菜
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を
た
く
さ

ん
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　恵
那
市
串
原

　
　三
宅

　多
佳
子
さ
ん

　旬
の
食
材
を
活
か
し
た
美
味
し

い
レ
シ
ピ
を
こ
れ
か
ら
も
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
ぜ

ひ
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
！

も こ
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■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年６月２６日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水） ※都合により変更の
　場合があります

平成27年7月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 058-276-8015
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,842人
26億8,860万円

2,177億7,023万円
446億2,092万円

7,232億 1,058万円
5億8,594万円
3億　991万円

第2回理事会 （平成２7年5月21日）

（平成27年4月30日現在）

6月

7月

10日（水）
〃　　

17日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

6月

7月

10日（水）
11日（木）
17日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

6月

7月

10日（水）
〃　　

17日（水）
22日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

茶
摘
み

　小
学
生
の
茶
摘
み
体
験
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
広
い
茶
畑
に

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で
、

大
変
賑
や
か
で
し
た
。
青
空
の

も
と
初
夏
の
爽
や
か
な
風
に
包

ま
れ
て
、
香
り
豊
か
な
茶
を
摘

む
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
む
様
子

が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

撮

　影
：
青
木 

孝
義 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
福
岡

（カレンダー応募作品より）
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ニンニクたっぷり炒め

ニンニクの芽は3～ 4ｃｍ長さに切ります。湯
カップ2に塩小さじ1/6(材料外)を加え、ニン
ニクの芽を2分ほどゆでます。
ニンニクは薄切りにします。牛肉は1ｃｍ幅に切
り、   をもみ込みます。

フライパンに弱めの中火で油を温め、ニンニク
を炒めます。薄く色づいたら、牛肉をほぐしな
がら入れて炒めます。肉の色が変わったら、ニ
ンニクの芽を加えて混ぜ、塩、こしょうで調味し
ます。

Ａ

Ａ

特 集

6
207Vol.

2015　J UN E

農協改革に向けたJAの取り組み　
農協法改正案骨子を決定

　ニンニクといえば元気が出る食材 ！ そんなイメージではな
いでしょうか。古くからニンニクを食べると持久力や耐久力が
増すと信じられており、エジプトではピラミッド建設の際、奴
隷に配られていたとか、ギリシャでは兵士たちが戦争の前に戦
意向上のために食べていたなどいろいろな言い伝えがありま
す。ちなみニンニクは最も古い栽培植物の1つとされており、
人類の歴史を支えてきた食材ともいえます。
　ニンニクには神がかり的な力があると古代から信じられてき
たようですが、現代では実際にニンニクには血圧降下や血小

板凝集阻害、血中コレステロールの
阻害など多くの薬理作用があること
が分かっています。さらに、がんを抑
制する食材としても注目されています。
　そんなニンニクも、あの香りが苦手、

という方も少なくありません。そもそも、あの香りは切ったりす
りおろしたりすることで細胞が破壊され、ニンニクに含まれるア
リインという物質が酵素の作用によってアリシンという物質に変
化します。この変化後のアリシンが独特の香りのもとなのです。
　つまり、香りを最大限に生かしたければ、細かく刻む、すり
おろす、つぶすなどし、あまり香りは付けずに使いたい場合は
切らずに丸いまま使うとよいのです。
　アリシンという物資は、抗菌物質の一種でもあり、特に、大
腸菌や赤痢菌、コレラ菌などに抗菌効果があるといわれてい
ます。そのためニンニクは食品の保存性を高める機能も持っ
ています。ニンニクを食べた後の臭いを消すには、パセリ、ミ
ントの茎、コーヒー豆が良いといわれています。ニンニクをた
くさん食べた後は、食後にこれらを使ったデザートやコーヒー
を楽しめば、臭い予防にもなって一石二鳥ですね。

ニンニクの芽
ニンニク
牛もも肉(薄切り)
　　砂糖
　　酒
　　しょうゆ
　　ごま油
　　かたくり粉
サラダ油
塩
こしょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2片)20ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ  　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

ニンニク

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら
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